
明
治
維
新
期
に
お
け
る
宿
駅
制
度

の
諸
問
題

(
二
)

静
岡
駅
等
駅
費
問
題
を
中
心
に

増

田

廣

實

は

じ

め

に

明
治
維
新
期
の
宿
駅
制
度
は
、
慶
応

三
年
十
月
の
大
政
奉
還
以
後
、
明
治
五

年
の
宿
駅
制
度
廃
止

に
い
た
る
期
間
明
治
政
府
に
よ
り
部
分
的
改
革
は
行
わ
れ

は
し
て
も
、
基
本
的
に
は
旧
幕
時
代
以
来

の
も
の
が
継
承
さ
れ
て
い
た
時
期
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
時
期
で
の
宿
駅
制
度
の
諸
問
題
は
、

す
で
に
旧
幕
時
代
に
端
を
発
し
た
も
の
が
、
積
年
に
わ
た
り
累
積
さ
れ
、
維
新

期
の
社
会
的
政
治
的
混
乱
の
中
で

一
層
深
刻
化
し
て
き
た
も
の
で
あ

っ
て
、
新

政
府
に
よ
る
制
度
的
改
革
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を

一
層
復
雑
化
し
、
混
乱
さ
せ
て

い
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
先
に
山
本
弘
文
教
授
等
先
学

の
業
績
を
手
が
か
り

に
、
宿
駅
制
度
の
終
末
期
に
焦
点
を
あ

て
、
宿
駅
制
度
の
中
で
ど
の
よ
う
な
問

題
が
生
じ
た
か
、
具
体
的
に
考
察
す
る
た
め
こ
の
時
期
を
段
階
的
に
整
理
し
、

次
の
三
期
に
区
分
し
た
。

1

慶
応
三
年
十
月
大
政
奉
還
よ
り
、
翌
四
年
閨
四
月
の
駅
逓
司
設
置
を
経

て
、
同
年
五
月
の
宿

・
助
郷
の
組
替
え
ま
で
の
期
問
。

2

慶
応
四
年
五
月
の
宿

・
助
郷
の
組
替
え
よ
り
、
明
治
三
年
三
月
定
立
人

足

・
定
助
郷
復
活
ま
で
の
期
間
。

3

明
治
三
年
三
月
の
定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活
よ
り
、
同
五
年
八
月
の
宿

駅
制
度
廃
止
ま
で
の
期
間
。

こ
れ
ら
三
期
に

つ
い
て
少
し
く
詳
述

し
た
上
で
、
各
期
に
生
じ
た
具
体
的
問

題
に

つ
い
て
考
察
を
進
め
、
先
に
第

一
期
を
対
象
に
、
戊
辰
戦
争
に
よ
る
軍
事

輸
送
の
増
大
を
背
景
ど
し
て
起
る
宿

・
助
郷
間
の
紛
争

に
つ
い
て
、
甲
州
道
中

(
1

)

甲
府
柳
町
駅
と
大
助
郷
間
の
問
題
を
中
心
に
述

べ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
続
き
こ
こ

で
は
第
二
期
を
対
象
に
、
宿

・
助
郷
組
替
え
を
め
ぐ

っ
て
静
岡
等
各
地
に
起

っ

た
宿

・
旧
助
郷
と
新
助
郷
と
の
紛
争
を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
、
明
治
政
府
に
よ

る
こ
の
宿
駅
制
度
上
の
改
革
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
た

い
。

註

(
1
)
拙
稿

「
明
治
維
新
期
に
お
け
る
宿
駅
制
度

の
諸
問
題

(
一
)
ー

甲
州
道
中
甲
府

柳
町
駅
大
助
郷

一
件
を
中
心
に
l

」
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
第

二
十
四
集

(
一
九
八
〇

・
=

一)
は

じ
め

に

一

新
政
府
に
よ
る
宿
駅
制
度

の

改
廃

二

甲
州
道
中
甲
府
柳

町
駅
大
助
郷

一
件

1

宿

・
助
郷
間
の
負
担
格

差

2

幕
末
維
新
期

の
政
情

と
柳
町
駅

3

大
助
郷

一
件

宿

・
助
郷
の
組
替
え
の
推
移

こ
こ
で
対
象
と
す
る
第
二
期
は
、
慶
応
四
年
四
月
十

一
日
江
戸
開
城
以
後
、

戊
辰
戦
争

の
中
心
が
関
東
か
ら
東
北
に
移

っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
翌
閏
四
月

二
十

一
日
太
政
官
制
改
正
を
行

い
、
駅
逓
司
が
設
置
さ
れ
た
時
点
に
は
じ
ま

っ

た
。
以
後
明
治
三
年
三
月
九
日
第
百
八
十
五
号
の
太
政
官
か
ら
の
布
告
を
も

っ

て
駅
逓
法
改
正
が
達
せ
ら
れ
る
ま
で
の
時
期
が
、
第
二
期
で
あ
る
。

こ
の
第
二
期
を
特
徴
付
け
て
い
畚
も
の
は
、
駅
逓
司
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た

助
郷
の
改
正
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
、
宿
駅
制
度
維
持
の
方
針
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
、

「海
内

一
同
助
郷
」
を
布
告
し
た
上
で
さ
ら
に
こ
れ
を

一
歩
進
め
、

「宿

・
助
郷
の
組
替
え
」
を
行

い
、
宿

・
助
郷
を

一
体
化
し
て
、
宿
駅
機
能
を

一
層
強
化
し
よ
う
と
す
る
政
策
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
宿

・
助
郷

へ
の
負

担
強
化
に
対
す
る
宥
和
策
と
し
て
、
人
馬
定
賃
銭
の
改
定

・
人
馬
遣
高
の
制
限

1>
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等
の
宿

・
助
郷
の
保
護
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
宿

・
助
郷
の
負
担
は
容
易
に
軽
減

さ
れ
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
宿

・
助
郷
の
組
替
え
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
布
告
さ
れ
、
い
か
な

る
推
移
を
た
ど

っ
て
廃
止
に
い
た

っ
た

か
、
時
間
を
お

っ
て
み
る
と
次
の
よ
う

で
あ

っ
た
。

戊
辰
戦
争
遂
行
の
必
要
か
ら
宿
駅
の
機
能
を
た
か
め
る
た
め
助
郷
を
拡
大
す

る
方
向
は
、
宿

・
助
郷

の
組
替
え
に
先
行
し
て
打
出
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

慶
応
四
年
三
月
四
日
に
は
第
百
三
十
九
号

の
弁
事
か
ら
の
布
告
夢
も

っ
て
、
従

来
助
郷
を
免
じ
ら
れ
て
い
た
宮

・
堂
上
家
領
村
々
に
、
親
征
中
の
助
郷
が
命
じ

つ

ら
れ
、
さ
ら
に
同
月
二
十
九
日
に
は
、
第
二
百
号
の
弁
事
か
ら
の
布
告
を
も

っ

て
、
親
征
中
の
期
限
を
廃
し
、

「海
内

一
同
」
公
平
な
助
郷
負
担
を
命
じ
た
。

こ
う
し
た
助
郷
拡
大
の
方
向
は
、

「特
典
を
以
て
各
駅
助
郷
救
恤
の
為
に
、
　ん

定
助
郷
及
種
々
の
助
郷
名
目
を
廃
し
、
更
に
各
駅
相
応
の
附
属
助
郷
を
定
め
」

る
方
針
を
打
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
五
月
八
日
の
第
三
百
七
十
八
号

の
駅
逓

お

司
に
よ
る
宿

・
助
郷
組
替
え
の
布
告
と
な

っ
た
。

こ
の
布
告
の
主
旨
徹
底
を
は
か
る
た
め
、
翌
六
月
八
日
に
は
、
駅
逓
司
か
ら

さ

第
四
百
五
十
四
号
の
布
告
と
し
て

「改
正
仕
法
書
」
が
出
さ
れ
る
。

改
正
仕
法
書

一
是
迄
宿

々
問
屋
役
人
助
郷
総
代
共
風
儀
不
宜
互

二
相
欺
キ
或

ハ
馴
合
其
間

二
種

々
奸
曲

ヲ

生

シ
並

二
會
所
寄
場
始

メ
諸
入
用
二
重

二
相
成
無
用
ノ
雑
費
不
少
却

テ
混
雑
不
弁
理

ノ
基

二
有
之

二
付
以
来
宿
助
郷
共

一
体

二
組
立
掛
り
役
人
共

一
和

二
取
締
為
致
候
事

一
宿
助
郷

一
体

二
組
立
候

二
付

テ

ハ
是
迄
問
屋
役
人
並

二
助
郷
総
代
抔
ト
申
ス
称
号

ヲ
廃

シ

新
規
伝
馬
所
取
締
役

ヲ
置

キ
万
事
差
配
為
致
候
事

一
伝
馬
所
取
締
役
其
余
役
人
共
ノ
儀

ハ
宿
方
住
居

ノ
者

二
不
限
宿
助
郷
組
合

一
統

ノ
内

ヨ
リ

人
望
有
之
其
任

二
応
シ
候
者
入
札

ヲ
以

テ
出
役
為
致
候
事

一
宿
助
郷

一
体

二
付
テ

ハ
宿
方

二
於

テ
以
来
別
段

持
立
馬

二
不
及
宿
高

二
随
ヒ
助
郷
同
様

二

割
合
可
差
出
事

一
持
立
馬
ノ
儀
格
別
ノ
御
趣
意

ヲ
以
御
免
被

仰
付
候

ヘ
ト

モ
之

力
為

二
急
継
立
等
差
支
候

様

ニ
テ

ハ
御
趣
意

ニ
モ
相
背
候

二
付
通
行
何
時

ニ
テ
モ
差
支
不
申
様
宿
助
郷
ノ
心
得

ヲ
以

夫

々
相
応

ノ
人
馬
平
生
用
意
可
有
之
事

一
是
迄
旧
幕
府

ノ
暴
政

二
由

リ
又

ハ
問
屋
共
不
取
締

二
付
多
分
ノ
借
財
出
来
致
候
由
相
聞
候

ヘ
ト

モ
右

ハ

天
朝

二
於

テ
御
救
助

ノ
筋

ニ
モ
難
被

及
折
角
御

一
新

ノ
御
仕

法
被
為
立
候

テ
モ
右
旧
借
等

二
混
雑
致

シ
実
効
不
相
顕

様

ニ
テ

ハ
不
相
済
候

間
旧
借

ノ
儀

ハ
別
段
府
県

並
二
領
主
等

二
於

テ
取
調
済
方
仕
法
相
立
候
上
其
旨
御
役
所

へ
可
届
出
事

一
駅

々
最
寄
次
第
御
料
宮
堂
上
方
領
社
領
寺
領
共

一
般
助
郷

二
組
込
凡
東
海
道

二
七
万
石
中

山
道

二
一二
万
五
千
石
脇
街
道

二

一
万
石
程

ノ
見
込

ヲ
以
テ
附
属
為
致
候

二
付
テ

ハ
諸
候
城

下
其
余
在
郷
町

々
二
至

ル
迄
石
高
有
之
分

ハ
不
残
助
郷

二
組
入
候
事

但
石
高
四
分
勤

メ
諸
引
除
之
並

二
手
明
村
々
ノ
儀

モ
追

テ
難
村
取
調
ノ
上
組
替
申
付
候

事

一
人
馬
触
当

ノ
儀

ハ
勤
高

二
不
拘
村
柄

に
応
シ
為
差
出
右
賃
銭
余
荷

ノ
儀

ハ
総
助
郷
高

ヲ
以

テ
割
合
可
申
候
事

右

ノ
通
今
般
御
仕
法
替
被

仰
出
候

二
付

テ
ハ
宿
助
郷
役
人
共

ハ
勿
論
府
県
並

に
領
主

に
於

テ
モ
精
々
心
付
御
趣
意

ノ
程
相
貫
キ
候
様
施
行
可
致
者
也

(下
略

)

こ
れ
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、

「宿
助
郷

一
体
」
と
な

っ
て
公
用
継
立
を

命
じ
、
そ
の
必
要
経
費
は
宿

・
助
郷

「同
様

二
割
合
」
こ
と
と
し
、
各
駅
に
附

属
す
る
助
郷
は
、

「凡
東
海
道

二
七
万
石
、
中
山
道

二
一二
万
五
千
石
、
脇
街
道

二

一
万
石
程
之
見
込
」
を
も

っ
て
全
国

一
円
に

「石
高
有
之
分

ハ
、
不
残
助
郷

二
組
入
」、
助
郷

へ
の
人
馬
触
当
は

「勤
高

二
不
拘
、
村
柄

二
応
シ
為
差
出
」
、

賃
銭
余
荷
に
つ
い
て
は

「総
助
郷
高
ヲ
以
割
合
」
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
改
正
仕
法
実
施
の
責
任
に
つ
い
て
は
、

「宿
助
郷
役
人

ハ
勿
論
、

府
県
並

二
領
主
」
に
於

い
て
趣
意
徹
底
す
る
よ
う
施
行
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ

た
。宿

・
助
郷
組
替
え
に
よ
る
宿
駅
機
能
の
強
化
政
策
は
、
品
川
宿
か
ら
藤
沢
宿

ヱ

ま
で
六
ヶ
宿
の
嘆
願

の
例
に
み
る
よ
う
に
、
宿

・
定
助
郷
か
ら
の
強

い
要
望
に

よ

っ
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
容
易
に
頷
け
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
附
属

助
郷
に
組
入
れ
ら
れ
る
諸
村
に
と

っ
て
は
、
新
た
な
負
担
増
と
な

っ
た
か
ら
、

こ
れ
ら
諸
村
の
激
し
い
抵
抗
が
布
告
当
初
か
ら
予
測
で
き
た
。
し
た
が

っ
て
、

駅
逓
司
は
新
助
郷
諸
村
が

「
必
至
難
村
」
等
を
理
由
に
、
異
議
申
立
て
る
こ
と

ど

を
予
測
し
、
早
く
も
五
月
に
第
四
百
三
十
六
号
の
布
告
を
も

っ
て

「追
テ
組
替

落
着
之
上
右
等
之
村
柄
御
所
置
之
次
第
モ
有
之
候
間
此
旨
心
得
違
無
之
様
其
宿

附
属
之
村
々
へ
早
々
御
印
章
御
請
為
致
可
申
事
」
と
達
し
て
い
る
。

つ

し
か
し
、

「私
役
等

ヲ
以
種
々
申
立
候
村
邑
」
も
あ
り
、
領
主
支
配
側
も
そ

　　
　

う
し
た
諸
村
に
対
し
、

「添
書
相
認

メ
為
致
歎
願
向
モ
」
あ
る
と

い
う
状
態

で

あ
り
、
助
郷
人
足
と
し
て
宿
駅
に
来
た
者
も
混
雑

に
ま
ぎ
れ

「窈

二
其
身

ヲ
隠

シ
或

ハ
請
負
之
者
空
名
之
顔
付
致
シ
置
自
然
伝
馬
所
之
破

レ
ヲ
相
待
居
候

テ
格

(2)
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ヨ

別
之
賃
銭
ヲ
貪
L
る
と
い
う
よ
う
な
抵

抗
に
よ
り
、
宿

・
助
郷
組
替
え
の
政
府

の
意
志
は
容
易
に
貫
徹
し
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
東
征
後
の
大
通
行
で
あ
る
東
幸
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
翌
二
年
二
月
八
日
再
度
の
東
幸
が
陸
路
東
海
道
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
る
晦
、
こ
れ
に
対
応
し
て
宿

・
助
郷
組
替
え
の
徹
底
が
は
か

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
二
月
に
は
前
年
六
月
に
布
告
し
た

「改
正
仕
法
議
」
を
再

度
達
し
、
東
海
道
品
川

・
静
岡

・
丸
子

・
岡
部

・
藤
枝

・
島
田
等
の
宿
駅

へ
の

な

附
属
助
郷
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
こ
れ
ら
附
属
助
郷
諸
村
は
、

「去
辰

五
月

ヨ
リ
勤
埋
ノ
積

ヲ
以
当
巳
年
五
月
中
迄

一
ケ
年

ノ
間
」

「諸
引
高
除
之
残

お

高

ノ
内
四
分
通
」
を
も

っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
駅
に
附
属
し
助
郷
を
勤
め
な
く
て

は
な
ら
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
他
方
前
年
五
月
以
来

「組
替
落
着
」
次
第
実
施
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
い
た
異
議
申
立
に

つ
い
て
、
三
月

二
十
日
迄
に
申
達
す
る
よ
う
駅
逓
司
か

な

ら
第
二
百
四
十
六
号
を
も

っ
て
達
し
、
不
平
の
緩
和
を
行

っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
早
く
も
、
宿

・
助
郷
の
組
替
え
の
期
限
で
あ
る

一
か
年

に
達
し
よ

う
と
す
る
明
治
二
年
四
月
二
十
七
日
、
民
部
省
は
第
三
百
九
十
七
号
を
も

っ
て

コ
永
世
ノ
良
法
御
確
定
可
相
成
候
条
追

テ
及
沙
汰
候
迄
L
期
間
を
延
長
す
る
こ

な

と
を
達
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

こ
れ

ま
で
村
高
か
ら
諸
役
を
除

い
た
残
高
の

四
分
勤
を
助
郷
亠口同
と
し
て
い
た
の
を
改

め
、
過
去
十
か
年
の
平
均
実
収
高

(十

か
年
平
均
正
米
取
)
を
助
郷
賦
課
基
準

と
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、

「非
常
ノ
通

行
差
湊
」
を
理
由
に
多
額

の
入
費
を
割
付

け
る
宿
側
と
、
そ
れ
に
抵
抗
し
、
宿

.
助
郷
組
替
え
に
苦
情
を
申
立
て
、
「不
勤
」
を
も

っ
て
対
抗
す
る
助
郷
側
と
の

紛
争

に
つ
い
て
、
駅
逓
司
に
お

い
て
割
賦

す
る
か
ら
関
係
諸
帳
簿
を
提
出
す
る

よ
う
に
と
達
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
紛
争
解
決
の
た
め
の
諸
帳
簿
類

の
提
出
に
つ
い
て
民
部
省
は
、
同
年
七

ま

月
七
日
第
六
百
十
八
号
を
も

っ
て

「追

テ
相
達
候
迄
見
合
」
さ
す
旨
達
し
、
さ

ら
に
十
二
月
に
は
第
千

二
百
十
二
号
を
も

っ
て
あ
ら
た
め
て
三
年
正
月
二
十
日

ま
で
に
不
勤
に

つ
い
て
の
書
類
提
出
を
達

し
て
い
鞠
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
達
を
出
し
、
部
分
的
に
改
正
を
繰
り
返
し
た
に
し
て

も
、
宿

.
助
郷
の
組
替
え
と
い
う
方
法
に
よ

っ
て
は
、
す
で
に
宿
駅
機
能
の
強

化
は
望
み
得
な

い
状
態
に
至

っ
て
い
た
。
し
か
も
、
宿

・
助
郷
組
替
え
が
戊
辰

戦
争
を
は
さ
む
幕
末
維
新
期
の
交
通
量
の
激
増
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
旧
来

の
宿

.
助
郷
の
負
担
を
緩
和
し
、
宿
駅
の
機
能
を
強
化
す

る
た
め
に
、
負
担
の

多
く
を
新
た
に
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
た
諸
村
に
転
嫁
す
る
た
め
の
方
策
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
助
郷
-

特
に
新
助
郷
諸
村
の

「不
勤
」
は
起
る
べ
く
し
て
起

き
た
問
題
で
あ

っ
て
、

一
片
の
達
を
も

っ
て
解
決
す
る
性
質

の
問
題
で
は
な
か

っ
た
。
か
く
て
、
明
治
三
年
二
月
に
は
つ
い
に
各
宿
駅

へ
の
助
郷
附
属
村
々
は
三
月

晦
日
限
り
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
不
勤
等
に
よ
る
駅
費
の
清
算
は
宿

・
助
郷

の
管
轄
府
藩
県
が
示
談
を
進
め
、
七
月
限
り
を
も

っ
て
清
算
す
る
よ
う
に
第
百

の

六
十

一
号
の
も

っ
て
民
部
省
か
ら
布
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
三
月
九
日
、
太
政

ま

官
第
百
八
十
五
号
の
布
告
を
も

っ
て
駅
法
改
正
が
行
わ
れ
、
各
駅
定
立
人
足

・

給
米
の
復
活
な
ど
、
旧
制
復
帰
を
思
わ
せ
る
改
正
が
行
わ
れ
、
宿

・
助
郷
組
替

え
は
終
止
符
が
う
た
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

慶
応
四
年
五
月
に
は
じ
ま
る
宿

・
助
郷
組
替
え
は
、
こ
の
よ
う
な
推
移
を
た

ど
り
二
か
年
た
ら
ず
で
終
り
を

つ
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
す
で
に
生
じ
て
い

た
不
勤
と
宿

・
旧
助
郷
と
新
助
郷
間
の
宿
駅
経
費
分
担
を
め
ぐ
る
、
い
わ
ゆ
る

「駅
費
問
題
」
は
、
大
規
模
な
紛
争
と
な

っ
て
残
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ

れ
ら
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
宿

・
助
郷
管
轄
の
府
藩
県
に
押
付
け

る
の
で
は
あ
る
が
、
布
告
そ
れ
自
体
の
責
任
が
政
府

に
あ
る
以
上
、
最
終
的
責

任
を
逃
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
後
政
府

の
政
治
体
制
が

次
第
に
整
備
さ
れ
、
明
治
政
権
が
確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
宿
駅
制
度
も
次

々

と
変
り
、
各
駅
陸
運
会
社
設
立
に
よ

っ
て
宿
駅
制
度
そ
れ
自
体
消
滅
し
て
い
く
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
宿

.
助
郷
組
替
え
に
端
を
発
す
る

「駅
費
問
題
」
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
な
お
解
決
さ
れ
ず
に
残
り
、
紛
糾
を
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
当
事
者
は
も
と
よ
り
こ
の
解
決
を
委
ね
ら
れ
た
府
県
、
政
府
は
そ

の
解
決
の
た
め
に
苦
慮
す
る
こ
と
と
な
り
、
最
終
解
決
ま
で
十
か
年
も
の
時
間

を
必
要
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
こ
こ
に
端
を
発
し
た

「
駅
費
問
題
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ

っ
た
か
み
る
こ
と
と
し
た

い
。

(3)
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註

(1
)
第
百
八
十
五
号

「
駅
逓
規
則

ヲ
定
ム
」

(
「法
令
全
書
」
明
治
三
年
)。

(
2
)
第
百
三
十
九
号

「御
親
征
中
宮
堂
上
領
知
村

々
ヲ
シ
テ
沿
道
宿
駅

ノ
助
郷
ヲ
勤

メ

シ
ム
」

(右
同

明
治
元
年
)。

(
3
)
第

二
百
号

「海
内

一
同
助
郷

ヲ
勤
メ
シ
ム
」

(右
同
)。

「品
川
町
史
」
下
巻

二
六
二
頁

明
治
元
年
四
月
六
日
。

(4
)

(
5
)
第
三
百
七
十

八
号

「
助
郷
改
正
並
無
賃
人
馬
木
銭
米
代
ノ
休
泊
ヲ
禁

ス
」

(「
法
令

全
書
」
明
治
元
年
)
。

(
6
)
第
四
百
五
十
四
号

「
宿
駅
改
正
仕
法
書
」

(右
同
)
。

(
7
)

「
品
川
町
史
」
下
巻

二
六
二
頁
～

二
六
八
頁
。

(
8
)
第
四
百
三
十
六
号

「助
郷
組
立

二
付
宿
駅
附
属
村

々
ヲ
シ
テ
印
章

ヲ
請

ケ
シ
ム
」

(「法
令
全
書
」
明
治
元
年
)。

(
9
)
(
10
)
第

七
百
三
十
四
号

「助
郷

ハ
協
同
尽
力
公
課

二
服

セ
シ
ム
」

(右
同
)。

(
11
)
第
七
百
三
十
七
号

「御
東
幸

二
付
宿

駅
助
郷

ノ
不
粛

ヲ
厳
督

ス
」

(右
同
)。

(12
)
第
百
三
十
二
号

「
御
東
幸
御
道
筋
陸
路
東
海
ト
御
治
定

」

(右
同

明
治
二
年

)。

(
13
)
第

二
百
四
十
三
号

「宿

々
改
正
仕
法
書
」

(右
同
)。

(
14
)
品
川
宿
に

つ
い
て
は
、
武
相
史
料
刊
行
会
校
刊

武
相
史
料
叢
書
五
ノ
八

「武
蔵

野
国
荏
原
郡
太
子
堂
村

御

用
留

明
治
二
年
」

22
御
触
書
之
写

一
一
頁

に

よ

っ
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
府
中

(静
岡
)
丸
子

・
岡
部

.
藤
枝

.
島

田
宿

に

つ
い
て
は
、
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵

太
田
家
文
書

「東
海
道
五

ヶ
宿
御

印
状
写
」

に
よ

っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
の
印
状
の
宛
名
は
こ
の
五
宿

に

続

い
て
江
尻

・
奥
津

・
蒲
原

・
吉
原

・
原

・
沼
津

・
三
島

・
小
田
原

.
大
磯

.
平

塚

・
藤
沢

・
戸
塚
の
十

二
宿
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
元
年
九
月
十

六
日

行
政
官
か
ら
の
東
幸
に

つ
い
て
の
達

(第

七
百
四
十
九
号
)
の
中

に
遠
州
以
東
組

替
え
が
行
わ
れ
て
い
な

い
旨

の
記
事
が
あ
る
等

の
こ
と
か
ら

こ
れ
ら
十
二
宿
も
こ

の
時

に
組
替

え
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

(
15
)
第
二
百
四
十
四
号

「
宿
助
郷
組
替
方

ヲ
命
ス
」

(「
法
令
全
書
」
明
治

二
年
)。

(
16
)
第
二
百
四
十
六
号

「各
道
助
郷
組
替

二
付
従
来

助
郷

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
録
上
セ
シ

(右
同
)。

ム
」

(
17
)
第
三
百
九
十
七
号

「宿
駅
助
郷
ヲ
改
正

シ
日
〆
帳
諸
入
費
書
付
等

ヲ
進
致

セ
シ
ム
」

(右
同
)。

(
18
)
第
六
百
十
八
号

「
駅
々
日
締
帳
諸
入
費
助
郷
勤
不
勤
等

ノ
査
点
ヲ
停
止

ス
」

(右

同

)。

(
19
)
第
千

二
百
十

二
号

「
駅
々
附
属
村

々
助
郷
勤
不
勤

ヲ
録
上

セ
シ
ム
」

(右
同
)。

(
20
)
第
百

六
十

一
号

「長
年
以
来

駅
々
附
属

ノ
各
村

ヲ
免
シ
七
月
限
不
勤

ノ
村

々
処
分

ヲ
了

セ
シ
ム
」

(
「
法
令
全
書
」
明
治
三
年
)
。

(
21
)
第
百
八
十
五
号

「
駅
逓
規
則
ヲ
定

ム
」

(右
同
)。

二

駅

費

問

題

1

不
勤
の
広
が
り

宿

・
助
郷
組
替
え
の
行
わ
れ
る
中
で
、
各
地
に
助
郷
の
不
勤
が
起
り
紛
糾
し

た
こ
と
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の

「
公
文
録
」
あ
る
い
は

「太
政
類
典
」
中

の
陸
運
関
係
記
事
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
民
部
省
等

へ
各
府
県
か
ら
上
申
さ
れ
、
政

治
問
題
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
時
期
的
に
は
明
治
三
年
後
半
以
降
か
ら
十
二
年

頃
ま
で
で
あ
り
、
地
域
的
に
は
近
畿
以
東
関
東

に
か
け
て
発
生
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
を
紛
糾

の
程
度
に
ょ

っ
て
み
る
と
、
数
か
村
に
よ
る
助
郷
免
除

の

願

い
か
ら
、

一
時
的
な
不
勤
、
さ
ら
に
大
規
模
な
駅
費
問
題
に
い
た
る
ま
で
、

様

々
な
程
度
の
差
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
に
つ
い
て
み
る
と
、
特
定
な
駅

へ
の
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
た
当

初
、
す
で
に
請
印
を
拒
み
助
郷
免
除
を
出
願
す
る
村
も
あ

っ
た
が
、
こ
れ
が
政

治
問
題
化
す
る
の
は
、
数
年
の
後
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
組
替
え
の
当
初
は
、

第
三
百
七
十
八
号
の
駅
逓
司
か
ら
の
達
に
み
ら
れ
る
よ
う

「
必
至
難
村
等

ハ
御

吟
味

ニ
モ
可
相
成
筈
候
得
共
御
繁
務
中
御
手
順
モ
有
之
差
当
其
儀
難
被
為
行
届

依
之
先
々

一
同
御
組
込
相
成
候
」
と
、
後
日
の
異
議
申
立
を
約
束
し
な
が
ら
も
、

強
引
に
附
属
助
郷
を
命
じ
た
た
め
、

一
般

の
助
郷
か
ら
は
免
除
願
は
出
な
か

っ

た
が
、
そ
の
後
不
勤
の
調
査
の
達
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
問

題
が
表
面
化
し
て
い
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
十
二
月
に
は
翌
三
年

一
月
二
十
日
限
り
で
、

不
勤
に

つ
き
調
査
報
告
の
達
が
出
さ
れ
、
三
年
二
月
に
は
宿

・
助
郷
組
替
え
に

と
も
な

い
七
月
限
り
で
駅
費
を
清
算
す
る
よ
う
に
達
が
出
さ
れ
、
そ
の
都
度
不

勤
問
題
が
表
面
化
す
契
機
と
な

っ
た
。
特

に
、
五
年
十

一
月
太
政
官
布
告
第
三

百
六
十
五
窺
を
も

っ
て
、
不
勤
に
よ
る
駅
費
滞
り
に

つ
い
て

「于
今
等
閑

二
打

過
候
向

モ
有
之
趣
甚
以
如
何
之
事
」
と
し
て
、
翌
六
年
五
月
末
日
を
期
し
て
清

算
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
二
府
県
に
ま
た
が
る
よ
う
な
大
規
模
な
駅

(4)



明治維新期における宿駅制度の諸問題

費
問
題
が

一
気
に
政
治
問
題
化
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
政
府
も

こ
の
解
決
に
次
第
に
積
極
的
に
な
り
明
治
八

・

九
年
以
降
そ
の
解
決
の
た
め
財
政
的
措
置
に
よ
る
資
金
援
助
も
行
う
。

こ
の
た

め
次
々
と
解
決
を
み
る
こ
と
と
な
り
、
十
二
年
に
は
最
後
ま
で
紛
糾
し
て
い
た

三
島
宿
と
千
葉
県
下
諸
村
と
の
駅
費
問
題
が
解
決
し
、
こ
れ
を
も

っ
て
、
長
期

に
わ
た
る
各
地
の
紛
糾
は
終
り
を

つ
げ

た
。

地
域
的
に
は
、
近
畿
以
東
関
東
に
わ
た
る
。
こ
の
範
囲
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
宿

・
助
郷
組
替
え
が
、
ど
の
地
域
で
実
施
さ
れ
た
か
に
か
か

っ
て
い
る
。
こ

　ヨ
　

の
点
、
明
治
二
年
二
月
第
二
百
四
十
六
号
の
駅
逓
司
か
ら
の
達
の
最
初

に

「東

海
道
中
山
道
奥
州
街
道
駅
々
助
郷
御
組
替

二
付
先
般
御
印
状
御
下
ケ
相
成
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
街
道
で
の
組
替
え
の
実
施
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
五
街
道
の
う
ち
で
も
甲
州
道
中
甲
府
県
管
下
二
十
五
駅
で
は
実

ぞ
　

施
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
他
方
五
街
道
の
外
で
も
後
に
述

べ
る

北
陸
道
椿
坂

・
柳
瀬

・
木
ノ
木
等
で
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
宿

・
助
郷
組
替
え
は
必
ず
し
も
全
国

一
率

に
や
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か

る
が
、
と
も
あ
れ
、

「公
文
録
」
・
「太
政
類
典
」
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の
に
よ

っ

て
み
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

西
は
京
都
府
下
丹
波
国
何
鹿
郡
綾
部
村
等
五
十
七
か
村
と
、
滋
賀
県
下
北
陸

道
椿
坂
外
二
駅
に
関
す
る
も
の
、
ま
た

は
静
岡
県
下
等

の
東
海
道
各
駅
と
、
三

重

.
奈
良

・
和
歌
山
県
下
各
村
に
関
す

る
も
の
が
あ
り
、
東
で
は
、
埼
玉
県
下

な
　

中
山
道
鴻
巣
駅
と
、
古
河
藩
佐
倉
藩
管
下
各
村
に
関
す
る
も
の
、
静
岡
県
下
東

海
道
各
駅
と
千
葉
県
下
各
村
に
関
す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
静
岡
県
下
東
海
道
各
駅
に
関
わ
る
も
の

が
最
も
多
く
、
ま
た
紛
糾
し
た
も
の
が
多
か

っ
た
。
そ
の
様
子
は
明
治
四
年

一

　ゑ

月
八
日
に
、
静
岡
県
か
ら
弁
官
宛
に
提

出
さ
れ
た
伺
が
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
五
十
三
次
中

半
数
近

い
二
十
三
駅
を
管
下
に
持

つ
同

県
は
、
そ
の
各
駅
附
属
助
郷
の
う
ち
新

た
に
助
郷
に
な

っ
た
村
々
は
遠
く
安
房

.
上
総

・
甲
斐

・
三
河

・
大
和

・
紀
伊

の
村
々
が
あ
て
ら
れ
、
駅
費
問
題
は
難

航
し
、
こ
の
伺
を
提
出
し
た
段
階

で
は
、
わ
ず
か
に
隣
接
す
る
三
河
田
原
藩
管

下
村
々
に
つ
い
て
解
決
し
た

の
み
で
あ

り
、
他
は
交
渉
が
妥
結
せ
ず
苦
悩
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
例
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
特
に
東
海
道
各
駅

へ
の
附
属
助
郷
の
割

付
は
、
「凡
七
万
石
」
の
高
を

つ
け
る
た
め
、
非
常
な
無
理
が
な
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
足
柄
県
に
よ

っ
て

「元
来
数
拾
里
隔
絶

ノ
国
々
工
助
郷
申
付
候
義

ハ
不

条
理
駅
逓
司
ノ
調
違
」
と
極
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
現
実
離
れ
し
た
非
常
識
と

言

っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
の
政
策
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
無
理
を
し
て
遠
隔
な
村

々
に
ま
で
、
広
範
囲
に
わ
た
り

「駅
逓
司

ノ
調
違
」
も
そ
の
ま
ま
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
強
引
な
手
段
に
よ

っ

て
各
駅

へ
の
附
属
助
郷
を
命
じ
た
結
果
、
当
初
よ
り
不
勤

・
駅
費
問
題
が
起
る

こ
と
と
な
る
。
特
に
人
馬
触
当
に
際
し
て

「村
柄
に
応
シ
」
実
人
馬
を
差
出
す

こ
と
の
で
き
る
各
駅
近
在
の
助
郷
で
は
な
く
、
遠
隔
地
に
あ

っ
て
正
入
馬
を
差

出
し
て
助
郷
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

一
方
的
に
駅
費
負
担
を
強

い
ら
れ
る

村
々
に
と

っ
て
は
、
附
属
助
郷
の
割
付
け
は
如
何
に
も
納
得
の
で
き
な
い
も
の

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
状
況
の
中

に
あ

っ
て
不
勤

・
駅
費
問
題
は
ど
の
よ

う
に
し
て
起
り
、
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
各
地
に
起

っ
た
そ
れ
に

つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
あ
ら
た
め
て
宿

・
助
郷
組
替

え
と
駅
費
問
題
に

つ
い
て
再
度
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

2

各
地
の
駅
費
問
題

ω

東
海
道
静
岡
等
五
駅
と
甲
州
諸
枹

宿

.
助
郷
組
替
え
の
た
め
、
東
海
道
府
中

(
二
年
八
月
静
岡
と
改
称
)

・
丸

子

.
岡
部

・
藤
枝

・
島
田
五
駅
に
、
甲
州
の
村
々
が
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
た

の
は
明
治
二
年
二
月
で
あ

っ
た
。

各
駅
の
助
郷
村
数

・
石
高
等
は
、
表
1
に
み
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
わ

か
る
よ
う
に
甲
州
の
村

々
が
大
き
い
比
重
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
甲
州
の
村

々
に

つ
い
て
み
る
と
、
甲
州
内
四
郡
全
域

に
わ
た
り
総
村
数
の
約
四
分
の
三
の

村

々
が
こ
れ
ら
五
駅
の
助
郷
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
甲
府
盆
地
周
辺
は
八

〇
%
以
上
に
も
な

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、甲
州
を
東
西
に
貫
く
甲
州
道
中
と
そ
の
脇
住
還
に

つ
い
て
コ

(5)



第25集研 究 紀 要

万
石
L
の
附
属
助
郷
を
考
慮
し
て
い
な

い
結
果
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
甲
州
道
中

甲
府
柳
町
駅
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
大
助
郷
村

々
は
静
岡
等
五
駅
附
属
助
郷

か
ら
は
除
か
れ
て
い
た
が
、
他
の
甲
州

道
中
各
駅
に
つ
い
て
助
郷
村
々
を
除
く

こ
と
は
厳
密
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
中
に
は
甲
州
道

中
白
野
宿
を
持

つ
白
野
村
の
よ
う
に
、
五
駅
中
岡
部
駅

へ
の
附
属
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
例
も
あ

っ
て
、
こ
れ
な
ど
は
明
ら
か
に
二
重
勤
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
ふ
ま
え
て
甲
斐
府

は
、
二
年
四
月
十
四
日
駅
逓
司
に
照
会

を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
①

甲
州
は
五
街
道
の

一
つ
甲
州
道
中
が
あ

り
宿
駅
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、

一
駅

一
万
石
の
割
合
を
も

っ
て
引
去
り
、

も
し
残
高
が
あ
れ
ば
五
駅
の
助
郷
を
勤

め
る
こ
と
と
な
る
が
、
②
遠
路
正
人
馬

を
差
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら

「賃
銭
余
荷
」
し
か
な
い
、
そ
う
す
れ

ば
何
村
が
何
駅
の
助
郷
と
特
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
か
ら

「国
中
平
等
」

に
差
出
す
以
外
な

い
。
③
し
か
し
、
勝
沼
戦
争
等
で
人
馬
遣
高
が
か
さ
ん
で
い

る
の
に
勤
埋
を
さ
せ
た
の
で
は

「
二
重
勤
」
に
な
る
の
で
、
甲
州
で
も
助
郷
を

他
国
よ
り
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
④
よ

っ
て
こ
の

「勤
埋
賃
銭
余
荷
」
は

五
街
道
外
か
ら
差
出
さ
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

五
駅
へ
の
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
た

二
か
月
後
示
し
た
こ
の
照
会
の
諸
点
は
、

以
後
山
梨
県
側
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
基
本
的
考
え
と
し
て
、
終
止
貫
徹

さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

こ
の

「国
中
平
等
」
に
五
駅
の
助
郷
を
負
担
す
る
分
は
、
表
H

の
よ
う
に
総

高
約
三
十

一
万
二
千
石
の
う
ち
総
助
郷
高
約
二
十
七
万
石
、
こ
こ
か
ら
表
皿
の

よ
う
に
国
内
四
十
五
宿
助
郷
高
二
十

一
万
四
千
石
を
差
引

い
た
残
高
五
万
五
千

石
余
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
駅
費
問
題
で
の
計
算

の
基
礎
と
さ
れ
た
。
こ
の
残
高
　

に

つ
い
て
は
、
明
治
三
年
四
月
民
部

・
大
蔵
両
省
が
す
で
に
承
認
し
て
い
た
か

ら
、
以
後
静
岡
県
側
と
の
交
渉
に
お
い
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
五
駅
側
は
五
駅
高
三
十

五
万
石
の
う
ち
駿
州
分
約
十
万
八
千
石

甲
州
分
約
二
十
四
万
二
千
石
と
し
て
考

え
て
い
た
。

明
治
二
年

二
月
甲
州
諸
村
が
五
駅
附
属
助
郷
に
な
る
と
早
速
宿
役
人
総
代
が
、

静
岡
藩
の
添
書
を
も

っ
て
甲
斐
府

に
村

々
の
請
印
を
取
集
め
る
こ
と
を
申
し
で

る
の
で
あ
る
が
村

々
は
容
易
に
請
印
は
し
な
か

っ
た
。
そ
の
後
不
勤
清
算
が
問

題
に
な
る
中
で
、
静
岡
側

の
強
力
な
働
き
か
け
に
よ
り
、
三
年
十
月
に
な
り
甲

州
側
は
総
代
を
静
岡
に
出
張

さ
せ
、
諸
帳
簿
を
見
届
け
た
上
で
請
印
を
す
る
こ

と
と
し
、
駅
費

一
部
負
担
を
決
定
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
諸
帳
簿
調
査

の
結
果
至
当
と
認
め
て
の
上
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
総
代
等
は
五
駅
へ

出
張
し
て
調
査
に
あ
た

っ
た
。

こ
の
後
駿
州
側
も
十

一
月
に
は
諸
帳
簿
持
参
で
甲
府
に
来
た
が
、
十
二
月
に　　　

は

一
旦
帰
り
再
び
翌
四
年

二
月
諸
帳
面
を
持
参
す
る
等
し
て
甲
府
に
来
て
い
る
。

五
駅
の
諸
帳
簿
類
の
検
閲
に
は
約
六
か
月
を
か
け
て
進
め
ら
れ
た
が
四
年
三
月

二
十
九
日
、
総
代
五
名
か
ら
そ
の
結
果
が
甲
府
県
に
上
申
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
諸
帳
簿
は

い
ず
れ
も

「粗
漏
之
乱
冊
」
多
数
の
疑
問
点
が
あ
り
、

「不

都
合
二而
更

々
信
用
難
仕
候
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

以
後
、
来
甲
し
た
駿
州
側
総
代
と
甲
州
側
総
代
と
の
間
で
甲
府
県
を
問
に
し

て
勤
埋
金
支
払
を
め
ぐ
る
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
四
月

中
旬
に
は
、
甲
府
町
内
の
名
主
三
名
を
中
に
立
て
、
示
談
に
よ
る
解
決
が
は
か

ら
れ
る
が
容
易
に
進
展
を
見
な
い
。
し
か
し
、

つ
い
に
九
月
に
入
り
、
岡
部

・

藤
枝

・
島
田
三
駅
の
総
代
は
、
甲
州
側
の
主
張
す
る

一
駅
五
百
円
の
示
談
金
支

払
を
受
入
れ
解
決
に
い
た

っ
た
が
、
静
岡

・
丸
子
二
駅
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て

帰
国
し
、
交
渉
は
決
裂
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
静
岡
等
五
駅
が
明
治
三
年
三
月
甲
州
側
に
提
出
し
た
当
初
の
要
求
を

ま
と
め
た
も
の
が
表
W
で
あ
る
。
こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
各
駅
高
七
万
石
計

三
十
五
万
石
の
う
ち
、
駿
州
諸
村
分
約
十
万
八
千
石
甲
州
諸
村
分
約
二
十
四
万

二
千
石
と
な
り
、
こ
れ
に
対
す
る
諸
入
用
約
十
万
九
千
七
百
両

で
あ

っ
た
。
し

た
が

っ
て
、
こ
の
割
合
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
駿
州
諸
村
分
担
約
三
万
三
千
八
百

四
十
両
、
甲
州
諸
村
分
担
約
七
万
五
千
八
百
三
十
両
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

に
対
し
甲
州
側
は
先
の
よ
う
に
、
県
下
諸
駅
助
郷
分
等
を
差
引

い
た
五
万
五
千

七
百
八
十
五
石
余
を
も

っ
て
、
五
駅
に
対
す
る
余
荷
勤
高
と
し
て
い
た
か
ら
、

こ
の
点
が
先
ず
争
点
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
結
局
甲
斐
県
の
主
張
が

認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
駿
州
側
余
荷
勤
高
十
万
八
千
百
十
九
石
を
合
計
し
た

一
六

万
三
千
九
百
四
石
が
計
算
基
準
と
さ
れ
た
。

こ
れ
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
駿
州
、
甲
州
の
分
担
額
は
ほ
ぼ
逆
転
し
駿
州
側
七

(6)
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万
二
千
三
百
九
十
四
両
、
甲
州
側
三
万
七
千
三
百
二
十
五
両
と
な
る
。
そ
し
て
、

後
に
は
甲
州
側
は
三
万
五
千
両
を
基
準

と
し
て
示
談
交
渉
に
入

っ
た
が
、
こ
の

額
か
ら
甲
州
側
は
負
担
を
必
要
と
し
な

い
と
考
え
る
諸
入
費
を
差
引
き
、
さ
ら

に
二
年
三
月
か
ら
三
年
三
月
ま
で
の
間
拾
倍
増
賃
銭
が
下
附
さ
れ
た
期
間
は
余

荷
勤
が
必
要
な
か

っ
た
と
し
、
負
担
額

は
四
千
両
に
見
積

っ
た
上
で
、
請
求
中

に
は
違
算
等
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

一
駅
五
百
両
計
二
千
五
百
両
の
示
談
金

を
考
え
交
渉
に
臨
ん
だ
。

他
方
、
駿
州
側
は
三
万
五
千
両
か
ら
違
算
を
考
慮
し
、
三
万
両
と
考
え
る
が
、

諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

一
万
七
千
両
を
提
示
し
て
示
談
に
臨
ん
だ
が
、
そ

の
後
甲
府
県
の
指
導
に
よ
り
八
千
五
百
両
、
五
千
両

へ
と
要
求
を
下
げ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
つ
い
に
甲
州
側
に
寄
切
ら
れ
四
年
九
月
十
日
、
前
記
の
よ
う
に

三
駅

一
千
五
百
両
を
も

っ
て
示
談
が
成
立
し
た
。

し
か
し
、
静
岡
、
丸
子
二
駅
と
の
間

の
駅
費
問
題
は
、
解
決
さ
れ
な

い
ま
ま

さ
ら
に
紛
糾
す
る
。
翌
五
年

一
月
十
日
を
限
り
、
東
海
道
各
駅
陸
運
会
社
が
発

足
す
る
こ
と
と
な
り
、
従
来
の
伝
馬

・
助
郷
が
廃
止
さ
れ
、
同
年
十

一
月
二
十

七
日
太
政
官
布
告
第
三
百
六
十
五
号
を
も

っ
て
翌
六
年
五
月
末
日
限
り
、
助
郷

不
勤
清
算
が
命
じ
ら
れ
る
と
、
事
態
は
新
し

い
段
階
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
こ

の
段
階
で
は
、
ま
だ
伝
馬
所
が
廃
さ
れ
た
と
は

い
え
、
各
駅
陸
運
会
社
は
、
実

質
的
に
は
旧
伝
馬
所
の
業
務
を
そ
の
ま

ま
継
承
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の

変
化
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
年
六
月
二
十
七
日
太
政
官
布
告
第
ニ

ヨ

百
三
十
号
を
も

っ
て
、
九
月

一
日
以
降
私
的
運
送
業
が
禁
じ
ら
れ
、
陸
運
元
会

社

へ
の
入
社
あ
る
い
は
合
併
が
命
じ
ら
れ
、
各
駅
陸
運
会
社
の
廃
止

の
方
向
が

打
出
さ
れ
る
と
、
旧
伝
馬
所
の
貸
借
等
清
算
整
理
を
ど
う
し
て
も
行
わ
な
く
て

は
な
ら
な

い
状
況
と
な

っ
た
。
こ
こ
に
七
年
二
月
頃
か
ら
再
び
静
岡
側
か
ら
の

勤
埋
金
請
求
交
渉
は
活
発
化
し
て
い
っ
た
。

六
年
二
月
に
続

い
て
七
年

二
月
再
度
静
岡
県
を
通
し
て
、
山
梨
県
に
支
払

い

を
求
め
て
い
る
。
そ
の
基
準
と
な
る
賄
金
及
び
割
付
石
高
等
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
が
、
各
駅
に
千
円
と
、
両
駅
拝
借

金
返
済
分
五
千
六
十
円
都
合
七
千
六
十

円
の
支
払

い
を
請
求
し
た
。
以
後
、
静
岡
県
は
山
梨
県
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、

内
務
省
に
も
そ
の
解
決
の
指
令
を
仰

い
だ
。
し
か
し
、
内
務
省
か
ら
は

「篤
ト

両
県
商
議

ノ
上
壬
申
第
三
百
六
十
五
号
公
布
ノ
趣
意

ヲ
相
弁

へ
穏
当
ノ
済
方
相

な

成
候
様
精

々
尽
力
説
諭
可
致
L
と
の
指
令
さ
れ
た
の
み
で
解
決
に
は

い
た
ら
な

か

っ
た
。

こ
の
間
、
山
梨
県
側
は
四
年

の
三
駅
と
の
示
談
と
同
様

一
駅
五
百
円
の
線
を

崩
さ
ず
、
静
岡
、
丸
子
駅
側
も
静
岡
県
か
ら
の
拝
借
金
を
全
額
棄
捐
と
し
て
く

れ
る
か
、
山
梨
県
側
が
拝
借
金
返
済
を
請
負
う
こ
と
を
条
件
に
各
駅
千
円
の
要

求
を
崩
さ
な
か

っ
た
。
そ
の
上
、
八
年
に
入
る
と
次
第
に
関
係
者
間
に
は
裁
判

に
よ
る
決
着
を
求
め
る
気
運
が
生
じ
て
き
た
。

そ
し
て
、
八
年
六
月
二
十
二
日
、
静
岡
、
丸
子
両
駅
代
表
七
名
が
八
幡
北
村

外
二
百
四
十
六
か
村
を
相
手
取
り
山
梨
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、

翌
二
十
三
日
書
類
の
不
備
を
理
由
に
却
下
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
さ
ら
に
九
月
二

十
九
日
、
訴
状
却
下
理
由
の
宣
告
を
求
め
た
結
果

「
(前
略
)
証
拠
物
ト
シ
テ

差
出
ス
書
類
相
糺

ス
処
費
金
ヲ
求
ム
ル
確
証
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
無

二
付
訴
状
受
理

及

ハ
ザ
ル
事
」
と
宣
告
さ
れ
た
。

こ
の
訴
状
却
下
に
よ
り
、
丸
子
駅
は
勝
訴
の
見
込
み
が
な

い
と
し
て
訴
権
を

抛
棄
し
た
が
、
静
岡
駅
は
山
梨
裁
判
所
の
宣
告
に
先
立

つ
九
月
十
九
日
東
京
上

等
裁
判
所
に
控
訴
に
及
ん
だ
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
こ
と
は
原
告
が
静

岡
駅
で
は
な
く
、
静
岡
駅
附
属
の
静
岡
県
側
助
郷
八
幡
村
等

二
十
か
村
に
変

っ

て
い
る
点
で
あ
り
、
被
告
も
山
梨
県
側
静
岡
駅
附
属
助
郷
八
幡
北
村
外
九
十
六

か
村
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
駅

・
新
助
郷
間
の
紛
争
か
ら
、
新
旧
助
郷
間

の
紛
争

へ
と
変
質
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

と
も
あ
れ
こ
の
上
等
裁
判
所

へ
の
控
訴
は
、
同
裁
判
所
が
山
梨
県
に
こ
れ
ら

諸
村
が
す
で
に
宿

・
助
郷
組
替
え
の
際
の
責
任
を
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
十
二
月
二
十
八
日

「原
告

二
於
テ
ハ
他

二
責
任

ア
ル
モ
ノ
ニ
対
シ

義
務

ノ
請
求
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
筋

ニ
シ
テ
当
被
告

二
於
テ
組
合
ノ
義
務

ハ
既

二
免
レ

タ
ル
モ
ノ
ト
可
心
得
事
」
と
判
決
を
下
し
た
。

こ
れ
を
不
服
と
す
る
原
告
側
は
、
九
年
二
月
十
三
日
さ
ら
に
大
審
院
に
上
告

し
た
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
上
等
裁
判
所
は
静
岡
県
側
に
照
会
せ
ず
、

山
梨
県
側
に
照
会
し
た
の
み
で
、
山
梨
県
の
判
断
を
政
府
公
布
に
優
先
さ
せ
、

被
告
の
責
任
を
他
に
転
嫁
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
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こ
れ
に

つ
い
て
大
審
院
は
、
翌
十
年

一
月
三
十

一
日
、
「
(前
略
)
東
京
上
等

裁
判
所

ハ
右
熟
議

(原
被
間
の
分
担
に
関
す
る
1
筆
者
)
ノ
成
ラ
サ
ル
上

ハ
被

告
村

々
ヲ
シ
テ
駅
逓
司
ノ
達
書

二
対
シ
其
担
任
ノ
義
務
ヲ
尽
サ
シ
ム
可
キ

ニ
飜

テ
被
告

ハ
管
庁
ノ
命

二
依
り
義
務
ヲ
免

レ
タ
ル
ニ
付
原
告

ハ
他

ノ
責
任
ア
ル
者

二
対
シ
請
求
ス
可
シ
ト
ノ
裁
判

ハ
法

二
適

セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
」
と
い
う
理

由
に
よ

っ
て
上
等
裁
判
所
判
決
を
無
効

と
し
、
大
阪
上
等
裁
判
所
に
差
戻
す
判

決
を
下

し
た
。

こ
の
大
審
院
判
決
を
不
服
と
す
る
被

告
側
を
山
梨
県
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら

激
し

い
政
治
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
山
梨
県
か
ら
は
内
務
省
に
対
し

大
審
院
判
決
は
行
政
上
問
題
が
あ
る
と

し
て
指
命
を
求
め
る

一
方
、
被
告
側
は
、

山
梨
県
の
添
翰
と
と
も
に
大
審
院
に
対

し
明
治
八
年
第
九
十
三
号
公
布
の

「控

訴
上
告
手
続

第
三
章
」
に
よ
る
原
被
対
審
願
を
提
出
し
、
司
法
省

へ
も
大
審

院
の
手
続
に

つ
い
て
嘆
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
審
院
は
原
被
対

審
を
し
な
い
の
は
同
院

の
習
慣
で
あ
る
と
し
、
司
法
省
も

「裁
判
上
ノ
事
柄

ハ

渾
テ
与

ル
所

二
無
之
」
と

い
ず
れ
も
願
を
却
下
し
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
却
下
さ

れ
た
こ
の
二
通
の
願
書
に
、
山
梨
県
の
添
翰
を
そ
え
太
政
官
に
持
参
し
岩
倉
右

大
臣
に
上
申
し
た
。
他
方
大
阪
上
等
裁

判
所

へ
は
こ
の
裁
判
を
受
け
る
理
由
が

な

い
と
し
て
裁
判
所
よ
り
送
付
さ
れ
た
訴
状
を
返
却
す
る
挙
に
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
激
し
い
反
撃
が
効
を
奏
し

て
か
同
年
七
月
六
日
太
政
官
布
告
第
四

　り

十
九
号
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

「
民
事
刑
事

ノ
上
告
シ
テ
已

二
裁
判
ヲ
経
タ

ル
モ
ノ
司
法
卿
其
裁
判
ヲ
允
当
ナ
ラ
ス
ト
思
量

ス
ル
者
ア
ル
時

ハ
検
事
ヲ
シ
テ

再
審

ヲ
求
メ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ
」
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
布
告
の
出
た
翌
七
日
、
太
政
官

は
被
告
総
代
に
司
法
省

へ
の
出
願
を
示

唆
し
、
七
月
十
九
日
司
法
省

に
出
願
し
た
結
果
、
九
月
三
日
大
審
院
は
再
審
を

ヨ

決
定
す
る
に
い
た

っ
た
。
こ
の
再
審
は
十
二
月
十
日
開
始
さ
れ
、
原
被
対
審
が

数
度
に
わ
た
り
開
か
れ
双
方
の
主
張
が
行
わ
れ
た
。
他
方
こ
の
頃
か
ら
原
被
そ

れ
ぞ
れ
の
総
代
の
間
に
よ
う
や
く
示
談

の
気
運
が
盛
り
あ
が
り
、
翌
十

一
年
三

月
二
十
日
に
な
り
、
静
岡
県
豊
田
郡
中
泉
村
青
山
宙
平
を
仲
裁
人
と
し
て
、
示

談
が
成
立
し
た
。
そ

の
条
件
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

被
告
側
か
ら
原
告
側
に
対
し
て
は
、
当
日
駅
費
と
し
て
二
千
五
百
円
訴
訟
和

解
費
用
六
百
円
、
東
京
上
等
裁
判
所
訴
訟
費
と
し
て
被
告
受
取
分
返
戻
四
十
五

円
七
十
銭
計
三
千
百
四
十
五
円
七
十
銭
を
支
払

い
、
別
に
駅
費
と
し
て
三
千
六

百
円
を

、
十
か
年
賦
で
明
治
十
年
よ
り
二
十
年
ま
で
毎
年
十
二
月
に
支
払
う
。

ま
た
原
告
側
か
ら
被
告
側
に
対
し
て
は
、
明
治
二
十

一
年
十
二
月
に
千
二
百
円

を
訴
訟
和
解
費
用
と
し
て
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
駅
費

と
し
て
六
千
百
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
決
着
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
こ

れ
に
際
し
、
丸
子
駅
に
も
五
百
円
が
支
払
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
十
か
年
に
わ
た
る
静
岡
等
五
駅
と
甲
州
諸
村
間
の
駅
費
問

題
は
よ
う
や
く
に
し
て
決
着
を
み
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
支
払
資
金
は
次
の
よ

う
に
し
て
調
達
し
た
。
明
治
四
年

の
岡
部
等
三
駅
千
五
百
円
に
つ
い
て
は
、
甲

州
道
中
石
和

・
栗
原

・
勝
沼

・
鶴
瀬

・
駒
飼
助
郷
高
中
半
高
免
除
し
、
こ
れ
を

あ

て
、
静
岡

・
丸
子
二
駅
分
は
、

一
時
義
倉
金
を
も

っ
て
あ
て
、
六
千
円
を
無

利
息
十
五
か
年
賦
を
も

っ
て
政
府
よ
り
借
入
を
も

っ
て
調
達
す
る
方
法
が
と
ら

れ
た
。
こ
の
六
千
円
に
つ
い
て
は
、
十

一
年
四
月
総
代
よ
り
山
梨
県
に
無
利
息
二
十

か
年
賦
で
の
融
資
が
出
願
さ
れ
た
結
果
、
山
梨
県
か
ら
内
務
省
に
伺
が
出
さ
れ

た
。
内
務
省
は

「畢
竟
当
時
官
ノ
不
調
理

ニ
テ
命
令
二
途
に
出
」
た

こ
と
が
原

因
で
あ
る
と
し
て
十

一
年
二
月
の
金
谷
駅
費
問
題
処
理
の
た
め
の
出
金
を
例
に
、

同
年
九
月
期
間
を
十
五
年
に
短
縮
し
て
出
金
を
認
め
る
こ
と
と
し
政
府
も
こ
れ

ま

を
許
可
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
約
十
年
間
に
わ
た
る
静
岡
等
五
駅
と
山
梨
県
下
諸
村
と
の
駅
費

問
題
は
決
着
を
み
た
の
で
あ

っ
た
。

な

②

東
海
道
沼
津
等
七
駅
及
び
小
田
原
駅
と
房
総
諸
村

先
述
し
た
静
岡
等
五
駅
の
東
側
に
隣
接
す
る
沼
津

・
原

・
吉
原

・
蒲
原

.
由

比

・
興
津

・
江
尻

の
七
駅
に
は
、
宿

・
助
郷
組
替
え
に
よ
り
房
総
二
国
の
村
々

が
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
、
こ
こ
に
も
ま
た
駅
費
問
題
が
起
き
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
七
駅
と
助
郷
と
の
間
で
駅
費
問
題
が
表
面
化
し
て
く
る
の
は
、
内
務

省
に
対
し
て
駅

・
助
郷
双
方
の
管
轄
県
で
あ
る
千
葉

・
静
岡
両
県
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
伺
等
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
明
治
六
年
以
降
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

($)
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各 駅 附 属 助 郷 村 数表1

駅 名
国郡名 静 岡 丸 子 岡 部 藤 枝 島 田 計

甲

斐

国

山 梨

八 代

巨 摩

都 留

(小 計)

89ケ 村

8

一

一

97

8ケ 村

139

　
-

147

7ケ 村

一

78

39

124

2ケ 村

一

75

77

_ケ 村

一

138

138

106ケ 村

147

291

39

583

駿

河

国

有 渡

安 部

志 田

萱 津

(小 計)

21

一

一
一

21

24

37

14

-

75

冖

33

20

53

一

39

6

45

?

?

?

?

?

45

37

86

26

194

1

計 118 222 177 122 138 777

1.「 駅傳詞訟紀」の村数 を基本に太 田家文書 で補充した。

2.島 田駅の駿河国村数不明のため記入せず。

3.多 少の差異 はそのままにした。

 

註

甲 斐 国 助 郷 高 内 訳表 皿

O
甲 斐 国 高

0
寺 社 領 高

0
諸 役 引 高

●o-:o-o
助 郷 高

0
甲斐国助郷分

○ ●-o

駿河国助郷分

石

312,070

石

4,383

石

42,285

石

269,785i

石

214,000

石

55,785

註1.「 山梨県史」第3巻P788「 助郷勤高仕訳」より作製。

2.明 治3年 甲斐府分と田安領分の合計数値 である。

3.高 のうち石以下は切捨。

 

山
梨
県
の
先
述
の
例
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
そ
れ
以
前
宿

・

助
郷
組
替
え
の
当
初
か
ら
、
当
時
者
聞

で
は
度
重
な
る
交
渉
が
繰
返
さ
れ
て
い

た
だ
ろ
う

こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

そ
し
て
、
明
治
八
年
末
に
は
内
務
省
と
し
て
も
、
両
県

の
問
で
話
合

い
が

つ

か
な
い
こ
と
は
不
都
合
と
し
な
が
ら
も

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
状
態
に
立
至

っ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
千
葉
県
下
房
総
村
々
に

つ
い
て
は
、

「当
時
二
重
勤

ノ

表皿 甲斐国助郷分内訳

往 還 名 駅 数 助 郷 高 備 考

甲 州 道 中

駿 州 往 還

駿州中道往還

駿州東往還

駿州相州往還

信州平沢往還

駅

25

6

4

2

5

3

石
195,000

5,000

4,000

2,000

5,000

3,000

10,000石 一14駅

{ 5,000石 一11駅
1,000石m駅

{ 500石 一2駅

計 45 214,000

1.厂 山梨県史」 第3巻P211「 甲斐 国助郷勤 高二付 申上書 」 よ り作製 。

 

註

姿

二
相
成
居
旦
連
年
水

旱
多
少

ノ
患
害

二
罹
リ

追

々
窮
困

ノ
折
柄
彼
是

苦
情
申
立
候
儀
モ
不
得

止
事
情
L
と
認
め
ざ
る

を
得
な

い
状
態
で
あ

っ

た
か
ら
、
内
務
省
と
し

て
も

「結
局
済
方
ノ
目

的
無
之
」
両
県
に
再
度

話
合

い
を
進
め
て
、
解

決
す
る
よ
う
指
令
す
る

以
外
な
い
と

い
う
の
が

実
状
で
あ

っ
た
。

い
ま
詳
細
に
つ
い
て

は
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
七
駅
が
助
郷
諸

村

へ
の
割
賦
高
と
し
て
あ
げ
て
い
る
金
額
は
、

一
一
万
九
千
三
百
二
十

四
円
余
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
房
総
諸
村

へ
の
請
求
額
は
、
三
万
二
千
百

三
十
四
円
余
で
あ

っ
た
。

'

こ
の
請
求
金
額
は
、
七
年
十
月
内
務
省
指
令
に
よ
る
総
金
高
の
二
分

五
厘
か
ら
三
分
ま
で
の
内
で
示
談
を
は
か
れ
と

い
う
指
示
に
し
た
が
い
、

二
分
七
厘
に
減
額
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
内
務
省
の
指
示
と

七
駅
の
納
得
を
え
た
額

で
は
あ

っ
た
が
、
千
葉
県
に
よ
る
説
得
は
失
敗

し
た
。
そ
れ
は
、
諸
村
が
高
百
石
に
付
三
円
の
割
合
で
出
金
し
、
内

一

円
五
十
銭
を
即
金
で
、
残
り

一
円
五
十
銭
は
十
か
年
賦
で
出
金
す
る
こ
と
を
主

張
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
千
葉
県
か
ら
は
内
務
省

へ
八
年
五
月
上
申
し
て
指
令
を
求

め
た
。
こ
れ
に
対
し
内
務
省
は
、
房
総
諸
村

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
認
め
百
石

に
つ
き
三
円
の
割
合

の
出
金

総
額
八
千
三
十
五
円
八
十
四
銭
余
を
も

っ
て

各
駅
関
係
者
を
説
得
す
る
よ
う
に
静
岡
県

へ
も
同
年
六
月
に
指
令
を
出
し
た
。

(9)
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各駅諸入用及び割付高

 

表

賄銭諸入用
割 付 高

駿 州 分 甲 州 分

静岡

丸子

岡部

藤枝

島田

両 分 朱

22,476.1

21.416.2.1

21,840

23,082.2.3

20,790.3

石

19,326

21,100

19,443

21,580

32,510

石

50,673

48,899

50,556

48,419

43,331

計 109,666.1 108,119 241,873

註1.山 梨県立図書館所蔵太田家文書 「静岡外四ヶ宿辰

五月δ午三月迄勤埋高金 〆高」より作製。

2.諸 入用のうち永は切捨。

3.石 高のうち石以下切捨。
4.合 計もそれぞれ下部切捨たので合計は差異がある。

5.島 田駅駿州分助郷高には星久保村外14か村5,842石

を含む。

こ
の
百
石
に
付
三

円
の
出
金
も
、
千
葉

県
諸
村
は
当
初
二
円

五
十
銭
を
主
張
し
た

の
で
あ
る
が
、
県
の

説
得
も
あ
り
、
よ
う

や
く
三
円

に
な

っ
た

経
緯
も
あ
り
、
静
岡

県
と
し
て
も
こ
の
額

で
解
決
を
は
か
ら
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
総
額
十

一

万
九
千
余
円
に
対
し

て
は
も
と
よ
り
、
最
終
額
で
あ
る
三
万
二
千
余
円
に
対
し
て
も
、
各
駅
請
求
に

つ
い
て
の
千
葉
県
諸
村
か
ら
の
支
出

額
を
少
な
く
、
説
得
が
困
難
と
考
え
た
静

岡
県
は
、
両
者
間
の
差
額
二
万
四
千

九
十
八
円
の
償
却
方
法
を
付
し
て
、
同
年

八
月
内
務
省
の
指
示
を
仰

い
だ
。

そ
の
案
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
ず

明
治
天
皇

の
東
幸
に
つ
き
静
岡
藩
が
七

駅
に
貸
渡
し
た

一
万
二
千
五
百
九
十
円
に
つ
い
て
は
棄
捐
と
し
、
残
額

一
万

一
千

五
百
八
円
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
に
対
す
る
政
府
貸
下
石
高
拝
借
金

の
う
ち
八

年
以
降
毎
年
返
却
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る

一
万

一
千
六
十
五
円
の
返
却
を
三

か
年
据
置
き
、
こ
の
運
用
利
息
収
入
を
も

っ
て
償
却
し
よ
う
と
す
る
案
で
あ
っ
た
。

こ
の
静
岡
県
の
案
に
関
し
内
務
省

は

「畢
竟
官
府
ノ
命
令
に
出
シ
」
貸
借

で

も
あ
り
、

「二
重
勤
」
も
あ
る
か
ら

と
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て

棄
捐
に

つ
い
て
は
、
明
治
六
年

の
小

田
原
駅
の
的
例
に
よ
り
認
め
る
こ
と
と
し
、

残
額

の
処
理
に

つ
い
て
は
、
他
県

へ
の
影
響
を
考
慮
し
て

「拝
借
貸
廻
シ
利
潤

金
」
の
内
、
静
岡
県

へ
の
委
任
分
三
万
五
千
余
円
の
内
か
ら
繰
合
わ
せ
支
出
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
政
府

の
決
裁
を
得

て
そ
の
旨
指
令
し
た
。
し
か
し
静
岡
県
は

こ
の
委
任
分
三
万
五
千
余
円
か
ら
の
支
出
は
困
難
と
し
て
再
び
上
申
し
、
結
局

当
初
の
静
岡
県
の
案
通
り
返
却
金
三

か
年
据
置
が
同
年
五
月
認
め
ら
れ
、
房
総

諸
村
と
沼
津
等
七
駅
の
駅
費
問
題
は
決
着
を
み
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
際
的
例
と
さ
れ
た
小
田
原
駅
の
場
合
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
次
の
よ
う
で

あ

っ
た
。

明
治
六
年
十

一
月
足
柄
県
か
ら
、
管
下
小
田
原
駅
人
馬
継
立
賄
金
と
し
て
、

旧
小
田
原
藩
か
ら
貸
渡
し
た
金
六
千
三
百
八
十
三
円
の
返
納
に
つ
い
て
、
猶
予

願
が
大
蔵
省
に
出
さ
れ
た
。
こ
の
猶
予
願
の
理
由
は
、
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

宿

・
助
郷
組
替
え
に
よ

っ
て
、
相
模

・
安
房
国
諸
村
に
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ

た
が
、
容
易
に
出
金
さ
れ
な
い
た
め
継
立
賄
方
に
差
支
え
、
助
郷
総
代
の
願

い

に
よ

っ
て
小
田
原
藩
よ
り
貸
渡
を
う
け
た
。
こ
れ
は
、
附
属
助
郷
で
あ
る
安
房

諸
村
か
ら
の
出
金
に
よ

っ
て
返
納
し
た
い
と
考
え
る
が
、
出
金
が
得
ら
れ
な

い

の
で
出
金
す
る
ま
で
返
納
を
猶
予
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
足
柄
県
か
ら
の
出
願
に
対
し
て
大
蔵
省
は
、
同
六
年
三
月
太
政
官
布
告

第
八
十

一
号
の
旧
藩
か
ら
の
貸
附
金
穀
取
立
法
則
第
十
七
条

「宿
場
助
成
金
ト

シ
テ
金
穀
貸

附
ノ
分

ハ
取
立

二
不
及
事
」
と

い
う
条
文
を
根
拠
に
、
小
田
原
藩

か
ら
の
貸
附
金
を
棄
捐
と
す
る
決
定
を
し
、
政
府
は
同
年
十

一
月
そ
れ
を
許
可

ω

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
田
原
駅
に
関
す
る
駅
費
問
題
は
決
着
し
た
の
で
あ

っ

0

た
。
し
た
が

っ
て
、
先
述
し
た
沼
津
等
七
駅
に
関
す
る
静
岡
藩
に
よ
る
駅

へ
の

貸
渡
金

の
棄
捐
も
、
同

一
の
法
的
根
拠
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま

㈹

三
島
駅
と
上
総
諸
村

沼
津
駅
の
東
に
隣
接
す
る
三
島
駅
は
、
宿

・
助
郷
組
替
え
に
よ

っ
て
上
総
国

長
柄
郡
六
万
二
千
九
十
七
石
百
五
十
か
村
余
が
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ

の
新
助
郷
諸
村
と
旧
助
郷
諸
村
間
に
駅
費
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
上
総
諸
村

へ
の
駅
費
請
求
は
、
す
で
に
韮
山
県
当
時

(
明
治
四
年

十
一月
以
前
)
出
さ

れ
百
石
あ
た
り
七
十
円
余
で
あ

っ
た
が
、
韮
山
県

の
調
査
に
よ
り
百
石
あ
た
り

二
十
八
円
余
に
減
額
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
三
島
駅
か
ら
の
請
求

額

二
万
三
千
三
百
五
十
七
円
余
は
、
確
実
な
信
頼
の
お
け
る
も
の
と
し
て
、
当

初
か
ら
こ
れ
以
上
の
減
額
が
出
来
な

い
額
と
し
て
提
示
さ
れ
た
た
め
、
両
者
の

交
渉
は
難
航
し
た
。

そ
の
後
、
韮
山
県
は
明
治
四
年
十

一
月
足
柄
県
と
な
り
、
九
年
四
月
静
岡
県



明治維新期における宿駅制度の諸問題(二)

に
合
併
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
三
島
駅
費
問
題
は
静
岡
県

の
問
題
と
な

っ
た
。

こ
の
後
、
静
岡
県
は
上
総
諸
村
を
管

轄
下
に
持

つ
千
葉
県
と
の
間
で
交
渉
を

重
ね
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
に
し
て
請
求
額

の
二
分
五
厘
減
額
の
説
得
に

一

度
は
成
功
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
額
で
は
助
郷
諸
村
の
説
得
は
困
難
で
あ
る
と

す
る
千
葉
県
の
要
請
に
よ
り
静
岡
県
は

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
三
厘

二
分
八
厘

減
額
の
説
得
を
行

い
二
万
三
千
三
百
五
十
七
円
余
の
請
求
か
ら
六
千
五
百
三
十

九
円
余
を
減
じ
、

一
万
六
千
八
百
十
七
円
余
を
も

っ
て
の
請
求
額
と
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

他
方
上
総
助
郷
諸
村
は
、
先
に
九
年

に
決
着
し
た
沼
津
等
七
駅
と
房
総
諸
村

の
駅
費
問
題
に
例
を
と

っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
百
石
あ
た
り
三
円
五
十
銭
で
総
額　

七
百
六
十
四
円
を
出
金
す
る
こ
と
と
し
、
う
ち

一
円
五
十
銭
は
即
金
、
二
円
は

三
か
年
賦
で
支
払
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
静
岡
県
は
十

一
年

十

一
月
請
求
総
額
二
万
三
千
三
百
五
十

七
円
余
か
ら
二
分
八
厘
減
額
し
た
六
千

五
百
三
十
九
円
余
と
上
総
諸
村
出
金
分

七
百
六
十
四
円
を
差
引

い
た
不
足
分

一
万
六
千
五
十
三
円
余
に
つ
い
て
は
、
先

例
に
な
ら
い
政
府

へ
の
返
済
金

の
据
置

に
よ

っ
て
解
決
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
明
治
八
年
か
ら
返
済
す
る

こ
と
と
な

っ
て
い
た
、
政
府
貸
下
げ
石

高
拝
借
金
十
か
年
賦
割
金

一
万
千
六
十
五
円
余
の
返
済
は
、
沼
津
等
七
駅
々
費

不
足
額
償
却
の
た
め
八
年
よ
り
三
か
年
据
置
く
こ
と
が
政
府
か
ら
認
め
ら
れ

て

い
た
が
、
こ
の
年

に
据
置
期
間
が
終
る

の
を
利
用
し
、
三
島
駅
々
費
不
足
分
償

却
の
た
め
あ
ら
た
め
て
十

一
年
よ
り
五

か
年
間
据
置
期
間
を
延
長
し
、
そ
の
利

息
収
入
を
不
足
額
の
償
却
に
あ

て
よ
う

と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
静
岡
県
の
方
法
は
、
沼
津
等
七

駅
の
的
例
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
内

務
省
は
据
置
期
間
は
三
か
年
が
妥
当
と
し
て
上
申
し
、
政
府
も

こ
れ
を
認
め
る

こ
と
と
な
り
静
岡
県
原
案
の
線
に
ほ
ぼ

そ

っ
て
こ
の
長
年
に
わ
た
る
問
題
は
決

着
し
た
の
で
あ

っ
た
。

む

ω

東
海
道
金
谷
駅
と
遠
州
諸
村

浜
松
県
よ
り
七
年
七
月
十
日
内
務
省

に
提
出
さ
れ
た
伺
書
に
よ
れ
ば
、
当
時

同
県
は
駅
費
に
関
し
て
二
つ
の
問
題
を

か
か
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
つ

は
、
奈
良
県
下
諸
村
が
宿

・
助
郷
組
替
え
の
折
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
な
が
ら
、

請
書
を
拒
み
こ
れ
を
理
由
に
出
金
し
な

い
こ
と
で
あ
り
、
他
は
金
谷
駅
附
属
助

郷
中
星
久
保
村
外
十
四
か
村
が
、
そ
の
後
島
田
宿
の
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
た

た
め
、
金
谷
駅
の
駅
費
負
担
を
せ
ず
、
同
駅
の
駅
費
不
足
を
来
し
た
件
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
奈
良
県
下
諸
村

の
件
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
務
省
か
ら
奈
良
県

に
解
決
を
は
か
る
よ
う
指
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
だ
け
が
わ
か
る
。
ま
た
、
金
谷

駅
々
費
の
不
足
は
同
駅
附
属
だ

っ
た
星
久
保
村
外
十
四
か
村
以
外
の
助
郷
諸
村

で
分
担
し
て
処
理
す
る
よ
う
七
年
八
月
内
務
省
は
指
令
し
て
い
る
。

こ
の
金
谷
駅
附
属
助
郷
村
々
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
浜
松
県
下
遠
州
諸

村
と
和
歌
山
県
下
諸
村
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
大
井
川
下
流

ホ

西
岸
遠
州
榛
原
郡
の

一
部
五
千
八
百
四
十
二
石
余
十
五
か
村
が
、
金
谷
駅
の
東

に
隣
接
す
る
島
田
駅
と
の
両
駅
に
附
属
助
郷
を
命
じ
ら
れ
、
両
駅
に
請
印
を
出

し
、
最
終
的
に
島
田
駅
に
附
属
し
た
こ
と
に
駅
費
問
題
の
原
因
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
務
省
が
他

一
般

の
助
郷
諸
村
に
不
足
金
を
割
付

D

け
る
よ
う
指
令
し
た
七
年
八
月
の
段
階
で
は
、
す
で
に
星
久
保
村
等
以
外
の
遠

U

州
助
郷
諸
村
は
駅
費
出
金
を
終
り
、
和
歌
山
県
下
諸
村
も
出
金
す

べ
き
総
額
の

う
ち
三
分
は
即
金
で
他
の
七
分
は
二
十
か
年
賦
支
払

い
で

一
応
決
着
し
て
い
た
。

し
た
が

っ
て
、
不
足
分
の
再
度
割
付
け
を
内
務
省
が
指
示
し
て
も
助
郷
諸
村
は

強
く
拒
否
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

浜
松
県
が
明
治
九
年
十

一
月
静
岡
県
に
合
併
さ
れ
る
と
、
金
谷
駅
々
費
問
題

も
ま
た
同
県
の
管
轄
に
移

さ
れ
る
。
静
岡
県
も
こ
の
処
理
に

つ
い
て
九
年
九
月

内
務
省
に
指
令
を
仰
ぐ
が
、
内
務
省
は
、
静
岡
県

へ
は
七
年
八
月
の
浜
松
県

へ

の
指
令
を
踏
襲
し
た
指
令
を
与
え
、
和
歌
山
県
に
も
九
年
十
月
助
郷
諸
村
へ
の

出
金
を
説
得
す
る
よ
う
指
令
し
て
い
る
。
し
か
し
、
静
岡

・
和
歌
山
県
の
助
郷

へ
の
説
得
は
成
功
せ
ず
静
岡
県
か
ら
は
、
十
年
十
二
月
再
度
内
務
省

へ
そ
の
処

理
に
つ
い
て
指
令
を
要
請
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
の
中
で
、
内
務
省
は
十

一
年
二
月
こ
の
責
任
は

「究
竟
当
時

官

ノ
不
調
理
ヨ
リ

一
時
重
復
ノ
賦
役
」
に
な

っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
、

明
治
八
年
十
二
月
の
滋
賀
県
下
北
陸
道
椿
坂
等
三
駅
々
費
問
題
処
理
の
た
め
の
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要研 究 紀

大
蔵
省
出
金
を
的
例
と
し
て
、
不
足
金
千
五
百
六
十
四
円
余
の
十
年
度
額
外
常

費
増
費
出
金
を
大
蔵
省
に
要
請
し
た
。

こ
れ
は
、
同
月
十
八
日
政
府
が
決
裁
し

大
蔵
省
に
出
金
を
達
し
金
谷
駅
々
費
問
題
は
決
着
を
み
た
の
で
あ

っ
た
。

ー

愈

修

北
陸
道
椿
坂
等
三
駅
と
近
江
諸
村

金
谷
駅
々
費
問
題
処
理
の
的
例
と
し

て
あ
げ
ら
れ
た
北
陸
道
椿
坂

・
柳
ヶ
瀬

・
木

ノ
本
三
駅
は
、
明
治
五
年
滋
賀
県
管
轄
下
に
お
か
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
は

廃
藩
置
県
を
は
さ
み
彦
根
藩

の
管
轄
下

に
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
三
駅
は
、
東
海

・

中
山
道
以
外
の
宿
駅
で
あ
る
か
ら
、
宿

・
助
郷
組
替
え
に
よ
る
附
属
助
郷
は
高

一
万
石
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
三
駅

い
か
る
が

の
附
属
助
郷
と
し
て
丹
波
国
何
鹿
郡
綾

部
村
等
五
十
七
か
村
が
指
名
さ
れ
た
の

は
、

明
治
元
年
十
月
十
五
日
で
あ

っ
た
。

明
治
七
年
八
月
の
京
都
府
か
ら
内
務

省
伺
に
よ
れ
ば
、
由
良
川
と
そ
の
支
流

の
河
谷
に
沿

っ
た
こ
の
地
域
は
、
厳
し

い
自
然
条
件
に
お
か
れ
な
が
ら
も
、
慶

応
元
年
に
は
長
征
の
た
め
に
大
津

・
関

・
亀
山
三
宿

の
当
分
助
郷
を
命
じ
ら
れ
、

度
重
な
る
洪
水
と
飢
饉

に
見
舞
わ
れ
疲

弊
の
甚
し
い
地
域
で
あ

っ
た
。
そ
の
上

こ
の
地
域
は
山
陰
道
筋
に
あ
た
り
、
沿

道
宿
場
継
立
は
助
郷
と
し
て
領
内

一
般

平
等
に
割
付
け
て
い
た
が
、
そ

こ
に
北
陸
三
駅

へ
の
附
属
助
郷
が
命
じ
ら
れ
た

の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
た
め
、
三
駅
附
属

助
郷
の
請
印
を
拒
む
が
、綾
部
藩
は
「強

テ
厳
命
ヲ
下
シ
」
請
印
を
さ
せ
る
。
し
か
し
続

い
て
翌
二
年
四
月
さ
ら
に

一
か

髄

年
間
の
附
属
助
郷
の
期
間
延
長
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

つ
い
に
請

印
を
拒
否
し
た
ま
ま
三
年
四
月
か
ら
の
駅
法
改
正
を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

廃
藩
置
県

に
よ
り
四
年
十

一
月
綾
部

県
は
京
都
府

に
合
併
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、

こ
の
問
題
は
や
が
て
京
都
府
と
滋
賀
県

の
管
轄
に
移
さ
れ
る
。
特
に
五
年
十

一

月
太
政
官
布
告
第
三
百
六
十
五
号
に
よ
り
、
翌
六
年
五
月
末
を
限
り
不
勤
清
算

が
達
せ
ら
れ
る
と
、
両
県
は
連
絡
を
と
り
あ

い
な
が
ら
そ
の
解
決
に
努
め
る
こ

と
と
な
る
。

こ
の
駅
費
問
題
は
、
先
の
よ
う
に
請

印
の
拒
否
が
あ
り
、
そ
の
問
題
処
理
に

あ
た

っ
て
、
請
印
し
た
期
閤
と
請
印
を

し
な
か

っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
当
然
な

が
ら
取
扱

い
を
異
に
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
先
ず
、
七
年
四
月
に

な
り
、
請
印
を
し
た
明
治
元
年
五
月
以
降

一
か
年
に
つ
い
て
は
、
話
し
あ

い
が

つ
き
処
理
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
二
年
以
降
請
印
し
な
い
期
間
の
処
理
は
容
易

に
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
た
め
、
京
都
府
と
滋
賀
県
双
方
が
管
下
駅

・
助
郷
村
の
説
得
を
行

っ
た

結
果
、
椿
坂
等
三
駅
は
、
請
求
額
六
千
七
百
六
十
二
円
余
に
つ
い
て
三
分
の

一

に
減
額
し
、
二
千
二
百
五
十
四
円
余
で
示
談

に
応
ず
る
こ
と
に
同
意
す
る
に
い

た

っ
た
。
し
か
し
、
京
都
府
側
助
郷
諸
村
は
請
印
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
出
金

す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
拒
否
し
、
話
し
あ

い
は
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態

に
い
た

っ
た
。

そ
こ
で
、
八
年
八
月
二
十
九
日
京
都
府
は
内
務
省
に
対
し
、
二
年
以
降
の
助

郷
を
全
面
的
に
免
除
し
た
上
で
、
三
駅
の
提
示
し
た
金
額
を
政
府
か
ら
下
渡
す

こ
と
に
よ

っ
て
こ
の
問
題
に
決
着
を

つ
け
て
く
れ
る
よ
う
伺
を
提
出
し
た
。
そ

の
上
か
さ
ね
て
同
月
三
十

一
日
付
を
も

っ
て
京
都
府
は
滋
賀
県
と
連
署
し
て
先

日
の
伺
の
指
揮
を
求
め
た
。

こ
れ
を
う
け
た
内
務
省
は
、
八
年
十
二
月
に
な
り
、
請
印
を
し
な

い
以
上
今

更
お
し
て
出
金
さ
せ
る
理
由
も
な
く
出
金
は
困
難
で
あ
る
と

い
う

こ
と
か
ら
、

請
求
金
額

に
つ
い
て

「六
年
以
前

ノ
経
費
」
と
し
て
、
大
蔵
省
か
ら
出
金
す
る

と

い
う
異
例
の
要
請
を
し
、
認
可
さ
れ
た
。
か
く
て
、
椿
坂
等
三
駅
々
費
問
題

は
こ
こ
に
よ
う
や
く
決
着
を
み
た
の
で
あ

っ
た
。

註

(
1
)
第
三
百
七
十
八
号

「助
郷
改
正
並
無
賃
人
馬
木
銭
米
代
ノ
休
泊

ヲ
禁

ス
」
(法
令
全

書
」
明
治
元
年
)。

(
2
)
太
政
官
布
告
第
三
百
六
十
五
号

「戊
辰
以
来
街
道
駅

々
当
分
附
属
村

々
人
馬
賃
銭

等
滞
金
処
分
方
」

(「
法
令
全
書
」
明
治
五
年
)
。

(
3
)
第
二
百
四
十
六
号

「各
道
助
郷
組
替

二
付
従
来
助
郷

二
関
ス
ル
事
項

ヲ
録
上
セ
シ

ム
」

(右
同
明
治

二
年
)。

(
4
)

「
山
梨
県
史
」
第

二
巻

二
二

一
頁

明
治
三
年
十
月

民
部
省

へ
回
申
書

二
日

「去

々
辰
年
以
来
甲
州
道
中
当
県
管
轄

駅
々
へ
附
属
申
付
候
村
々

ヘ
ノ
印
状
返
上

可
致

(中
略
)
旨
承
知
致
シ
取
調
候
処
当
県
管
轄
駅
々

へ
附
属
申
付
印
状
御
下
ケ

渡
相
成
候
村
々
無
之
候

(下
略

)」
。

(
5
)

「太
政
類
典
」

一
ー

一
〇

運
漕

陸

運
二

『
古
河
藩
管
内
武
州
古
名
村
外
二
ヶ

村
鴻
巣
宿

へ
附
属
助
郷
並

二
勤
埋
免
除

ヲ
乞

フ
』

(四
年
)、
佐
倉
藩
管
下
武
州
横

見
郡
蚊
斗
村
外

十
ヶ
村
鴻
巣
宿

へ
附
属

助
郷
免
除

ヲ
乞

フ
』

(四
年
六
月
九
日
)。

(12)
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、(
6
)

「太
政
類
典
」

一
-

一
〇

運
漕

陸
運
口

『東
海
道
筋
御
伝
馬
所
附
属
不
勤

ノ
藩
県

へ
速

二
皆
済

ノ
御
達

ア
ラ

ン
事

の
乞

フ
』

(四
年

一
月
八
日
)。

(
7
)

「
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
」
第
二
巻

一
〇
四

一
頁

明
治
五
年
十
月

足
柄
県

参
事
揖
取
素
彦

、
同
県
権
令
柏

木
忠
俊

よ
り
大
蔵
大
輔
井
上
馨
宛
伺
書
。

(
8
)

「
山
梨
県
史
」
各
年
度
政
治
部
駅
逓

、
久
保
田
政
弘

「驛
傳
詞
訟
紀
」

(
明
治

二

十
三
年

六
月
)
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
史
料

に
よ
る
。
以
下
特
別

の
も

の
以
外
は

註
記
し
な

い
。
な
お

「驛
傳
詞
訟
紀

」
は
刊
本

の
外

「甲
斐
志
料
集
成
」
第
十
二

巻

に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

(
9
)

「山
梨
県
史
」
第

一
巻

六
六

二
頁

明
治

二
年
四
月
十
四
日

駅
逓
司
宛
照
会
。

(
10
)

「山
梨
県
史

」
第

二
巻

二

一
一
頁
～
二

一
六
頁

明
治
三
年
四
月

『甲
斐
国
助

郷
高

ノ
儀

二
付
申
上
書
』
大
蔵

・
民
部
省

へ
の
申
上
に
よ
り
残
高
承
認
。

(
11
)
四
年

二
月
以
降
九
月
妥
結
に

い
た

る
こ
の
間
の
経
過
は
、
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵

太
田
家
文
書
中

『静
岡
外

四
ヶ
宿
勤
埋
金

一
件
諸
帳
面
取
調
方
願
上
書
」

(四
年

三
月
)

「
静
岡
外
四

ヶ
宿

助
郷

一
件
歎
願
書
』

(四
年
七
月
)

「静
岡
外

四
ヶ
宿

余
荷

一
件
御
下
ゲ
願
」

(四
年

九
月

)
等
に
ょ
る
。

(
12
)
太
政
官
布
告
第
二
百
三
十
号

「飛
脚
ト
称
シ
貨
物

運
送

ヲ
業
ト
ス
ル
者
私

二
営
業

ス
ル
ヲ
禁

ス
」

(
「
法
令
全
書
」
明
治

六
年
)

(
13
)

「
山
梨
県
史
」
第
三
巻

明
治
七
年
九
月

二
十
日

『内
務
省

ヨ
リ
達
書
』
。

(
14
)

「太
政
類
典
」
ニ
ー

一
七

訴
訟

民
事
裁
判
所
二

『司
法
卿
民
刑
事
上
告
ノ
裁

判

ヲ
不
当

ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ

ハ
検
事
ヲ
シ
テ
再
審
ヲ
求

メ
シ
ム
』

(司
法
省
十
年

七
月
六
日
布
告
第
四
十

九
号
)
。

(
15
)

「太
政
類
典
」

ニ
ー

一
七

訴
訟
四

審

理
十

一

『
山
梨
県
下
旧
北

八
幡
村
外

九

十
六

ヶ
村
総
代
林
闍
等
大
審
院
裁
判
不
服
ノ
哀
訴
再
審
並
解
訟
』

(十
年
八
月
九

日

)
に
よ
れ
ば
、
司
法
省
は
大
審
院

の
裁
判

は
当
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
判
決
も

第
四
十
九
号
公
布
以
前
で
あ

る
と
し
な
が
ら
も
、
特
別
に
再
審
を
認

め
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

(
16
)

「
太
政
類
典
」
三
ー
四
二

運
漕

陸
運

『
山
梨
県
下
甲
斐
国
旧
八
幡
北
村
外
九

十
六
ヶ
村

へ
貸

下
金
処
分
』

(
十

一
年
九
月
二
十

一
日
大
蔵
省

へ
達
)。

(
17
)

「
太
政
類
典
」
ニ
ー

一
〇

運
漕

陸
運

『静
岡
県
下
沼
津
外
五

ヶ
駅
助
郷
掩
滞

金
処
分
』

(内
務
省
稟
候

九
年

二
月
十
五
日
)。
こ
こ
で
沼
津
外
五

ヶ
駅
と
し
て

い
る
の
は
、
由
比
が
蒲
原

に
合
併
し
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
小
田
原
駅
費
関
係

に

つ
い
て
も

こ
こ
に
入

っ
て
い
る
。

(
18
)

「太
政
類
典
」
三
ー
四
二

運
漕

陸
運

『静
岡
県
下
三
島
駅

ヨ
リ
千
葉
県
下
上

総
国

二
係

ル
助
郷
淹
滞
金
処
分
』

(十

二
年

一
月
二
十
七

日
内
務
省
稟
候
)。

(
19
)

「太
政
類
典
」
三

i
四
二

運
漕

陸
運

『静
岡
県
下
助
郷
処
分
』

(十

一
年
二

月
十
八
日
大
蔵
省

へ
達
)。

(
20
)
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵

太
田
家
文
書

「
静
岡
外
四

ヶ
宿
勤
埋
金
〆
亠口同
」

に
は
島

田
宿
駿
州
助
郷
不
勤
分
と
し
て
星
久
保
村
外
十
五
か
村

の
高
五
千
八
百
余
石
が
記

さ
れ
て
い
る
。
不
勤

の
理
由

は
島

田
宿

の
定
助
郷
で
あ

っ
た
が
、
金
谷
宿

に
附
属

を
命
じ
ら
れ
た
た
め
と

い
う
も
の
で
あ

る
。

(
21
)

「
太
政
類
典
」
ニ
ー

一
〇

運
漕

陸
運

『
丹
波
国
村

々
助
郷
処
分
』

(
八
年
十

二
月
二
十
三
日
大
蔵
省

へ
達
)。

む
す
び
に
か
え
て

前
節
に
あ

っ
て
、
各
地
に
起
き
た
駅
費
問
題
に

つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
た

が
、
そ
の
原
因
が
宿

・
助
郷
組
替
え
に
あ
る
以
上
、

こ
の
組
替
え
に
つ
い
て
の

評
価
が
、

一
連
の
問
題
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

　　

山
本
弘
文
教
授
は
、
組
替
え
に
つ
い
て
大
略
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
新
政
府
に
よ
る
助
郷
賦
役
を

「海
内

一
同
」
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る

方
針
と
、
助
郷
賦
役
を
全
人
民
の
公
課
と
し
て
、
今
後
平
等
に
負
担
さ
せ
よ
う

と
す
る

コ

君
万
民
L
あ
る
い
は

「王
の
も
と
に
お
け
る
平
等
」
と
し
て
知
ら

れ
る
成
立
期
絶
対
主
義
固
有
理
念
と
を
、
引
継
ぎ
具
体
化
し
た
も
の
が
、
こ
の

組
替
え
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
評
価
は
山
本
教
授
の
指
摘
通
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
組
替
え
が

布
告
さ
れ
な
が
ら
そ
の
実
施
は
遅

々
と
し
て
進
ま
ず
、
翌
三
年
二
月
再
幸
が
発

表
さ
れ
、
よ
う
や
く
各
駅
で
実
施
さ
れ
た

こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

表V各 街 道 宿 ・ 助 郷 高

街道名 宿数 宿 高 助郷高 合計高 一宿平均高

東 海 道

中 山 首

甲州道中

宿

53

63

39

石

65,772

64,961

26,860

石

712,560

590,143

128,674

石

778;332

655,104

155,534

石

14,685

10,398

...

1.宿 高は 「宿村大概帳」 により、加宿高等 を加算 した。

2.助 郷高は 「大日本帝国駅逓志稿考證」所収 「道中方覚書」 か

らの引用による。

3。 集計の際石以下切捨。

 

註

ま
ず

こ
の
実
施

の
遅
れ
た
理
由
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
第

一
は
、
駅
逓
司
が
こ
の
実

施
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
実
施

を
見
合
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
組
替
え
に
よ

っ
て

東
海
道
七
万
石

・
中
山
道
三
万
五
千
石

.

脇
往
還

一
万
石
の
高
を
各
駅
に
確
保
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の

組
替
え
は
方
法
的
に
も
旧
幕
以
来
の

「当

分
助
郷
」
と
同
じ
で
あ
る
上
、
そ
の
不
勤

が

こ
の
時
点
で
各
地
で
紛
糾
し
て
い
た
こ

と
で
あ

っ
た
。
第
二
は
、
事
務
的
遅
滞
に

ょ
る
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ま
、
組
替
え
に
お
い
て
こ
れ
だ
け
の

高
を
確
保
す
る
こ
と
が

い
か
に
現
実
離
れ

(13)
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し
て
い
た
か
は
、
次
の
こ
と
か
ら
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
V
は
各
街
道
の
助
郷
高
を
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
宿

・
助
郷
組
替
え
後

は
、
宿

・
助
郷

一
体
と
な
る
か
ら
、

い
ま
宿

・
助
郷
高
を
合
計
し
、

一
宿
あ
た

り
の
平
均
高
を
み
る
と
表
V
の
よ
う

に
な
る
。
す
な
わ
ち
組
替
え
を
行
う
に
は

東
海
道
四

・
八
倍
五
万
五
千
石
増
加

、
中
山
道
三

・
四
倍
二
万
五
千
石
増
加
、

甲
州
道
中
二

・
五
倍
六
千
石
増
加
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
組
替
え
高
が
従
来

の
宿

・
助
郷
高
の
合
計
に
比
較
し
て
い

か
に
大
き
い
か
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
次
の
例
か
ら
組
替
え
に
必
要
な
助
郷
を

宿
駅
近
在
か
ら
得
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
駿
河
国
を
例
に

と
る
と
、
東
海
道
沼
津

・
島
田
間
十

二
か
宿
、
各
駅
七
万
石
と
す
れ
ば
組
替
え

に
は
八
十
四
万
石
を
必
要
と
す
る
。

し
か
し
、
従
来
は
宿

・
助
郷
高
は
加
宿
を

加
算
し
て
も
約
十
五
万

一
千
石
で
あ

っ
た
か
ら
組
替
え
に
は
約
六
十
九
万
石
を

増
加
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
し
か
る
に
、
駿
河
国
総
石
高
は
無
高
地
を
含
め

ど

て
も
二
十
四
万
二
千
石

(明
治
五
年

)
に
す
ぎ
な

い
か
ら
、
約
五
十
九
万
八
千

石
は
、
駿
河
国
以
外
に
助
郷
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
当
然
各
駅
か
ら
の
遠
隔
地
に
助
郷
を
割
付
け
る
こ
と
と
な
り
、

各
地
に
不
勤
問
題
を
発
生
さ
せ
る
原

因
と
な
る
こ
と
は
予
測

で
き
た
ば
か
り
で

な
く
、
す
で
に
幕
末
期
征
長
等
の
際

行
わ
れ
た
遠
隔
地
助
郷
と
宿
駅
間
の
不
勤

ヨ

問
題
が
未
処
理
の
状
態
で
あ
る
二
と
を
み
て
、
宿

・
助
郷
組
替
え
実
施

の
困
難

を
予
測
し
駅
逓
司
に
あ

っ
て
も
こ
れ
を
躊
躇
し
た
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
こ
の
実
施
の
遅
れ
た
理
由

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

「兵
馬
倥
偬

ノ
間
」
と
表
現
さ
れ
る
駅
逓
事
務
の
多
忙
と
度
重
な
る
機
構
改
革
に
よ
る
事
務

遅
延
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　ユ

駅
逓
事
務
が

一
応
形
を
整
え
、

「
駅
逓
規
則
」
が
布
告
さ
れ
る
の
は
、
元
年

九
月
十
二
日
で
あ

っ
て
、
東
幸
期
日
が
同
月
二
十
日
と
決
定
発
表
さ
れ
た
前
日

で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
東
幸

の
時
期
に
は
ま
だ
遠
州
以
東
は
組
替
え
が
行

ぞ
　

わ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
行
政
官
は
各
駅
継
立
を
大
津

.

品
川
間
は
各
宿
平
等
割

に
よ
る

「合
併
継
立
」
と
、
宿
駅
支
配
府
藩
県
に
よ
る

人
馬
買
上
げ
に
よ

っ
て
賄

い
、
組
替
え
後
各
村
に
勤
埋
さ
せ
る
約
束
を
し
て
急

さ

場
を
凌

い
だ
の
で
あ

っ
た
。

戊
辰
戦
争
後

の
最
大
通
行
で
あ
る
東
幸
に
際
し
、
こ
う
し
た
状
態
で
あ

っ
た

か
ら
、
再
幸
に
あ
た

っ
て
は
駅
逓
司
と
し
て
は
、
組
替
え
は
い
か
に
し
て
も
実

施
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
状
況
に
立
た
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
実
施
に
よ

っ
て

生
じ
る
だ
ろ
う
不
勤
問
題
等
の
困
難
を
予
測
し
な
が
ら
も
、
組
替
え
を
躊
躇
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
実
施
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
い
え
る
。

こ
の
実
施
は
、
当
然
な
が
ら
各
地
に
駅
費
問
題
の
発
生
を
み
た
こ
と
は
す
で

に
み
た
通
り
で
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
宿

・
助
郷
組
替
え
は
、
幕
末
維
新
期
の
激
増
す
る
交
通
運

輸
需
要
に
よ
り
疲
弊
し
た
宿
駅
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
の
で
は
あ
る
が
、
政
治
的
理
念
や
方
針
が
前
面
に
強
く
押
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
実
施
上
の
効
果
は
最
初
か
ら
期
待
で
き
な

い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、

こ
の
時
期
は
宿
駅
制
度
上
も
変
革
期
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
な
お
基
本
的
に
は

旧
幕
時
代
以
来
の
も
の
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
過
渡
期
で
あ

っ
た
た
め
に
よ
る
と

言
え
よ
う
。

註

(
1
)
山
本
弘
文

「戊
辰
期
に
お
け
る
軍
事
輸
送
」

(
一
九
七
九

・
一
二

吉
川
弘
文
館

「日
本
近
世
交
通
史
研
究
」
所
収
)
二
五
六
頁
～
二
五
七
頁
。

(
2
)

「明
治
初

期
静
岡
県
史
料
」

(
3
)
例
え
ば
慶
応
元
年
よ
り
二
年

に
か
け
て
、
東
海
道
小
田
原

・
沼
津

・
原

・
吉
原

.

蒲
原

・
興
津

・
江
尻
宿
等

に
は
、
甲
州

の
諸
村
が
当
分
助
郷
と
命

じ
ら
れ
、
紛
糾

し
て
い
る
し
、
大
津

・
関

・
亀
山
宿

に
も
丹
波

・
紀
州

の
諸
村
が
当
分
助
郷
を
命

じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
明
治
政
府

は
旧
幕
時
代
の
不
勤
清
算
を
度

々
命
じ

つ
い

に
六
年
六
月
太
政
官
布
告
第

二
〇
〇
号
を
も

っ
て
、
旧
幕
時
代
の
不
勤
は
棄
捐

と

し
て
い
る
。

(4
)
第
七
百
三
十
五
号

「
駅
逓
規
則
」

(
「
法
令
全
書
」
明
治
元
年

)。

(5
)
第

七
百
四
十
九
号

「
御
東
幸

二
付
宿

駅
持
通
シ
人
足
ヲ
準
備
セ
シ
ム
」

(右
同

)。

(6
)
右
同
。

(14)


